　
　
　　　　　第１章　　深紅の疑惑
　
　
　伝統と格式を重んじる名門校として名高い、私立住吉学院と私立神郷学園。
　住吉学院には藤妃遼が、神郷学園には藤妃靜羅が在籍していることでも有名である。
　両校共に、この二人を名誉理事長として迎えたことで、様々な教育改革を行ってきた。
　住吉学院では、藤妃遼氏のたっての希望で、完全男女共学となった。
　一方の神郷学園は、まだ完全共学ではない。校舎も、男女別々に設けられている。
　それでも生徒達は、幾分規制の緩くなった部活動や生徒会活動等を通じて、お互いに親しい関係を形成していた。
　しかしながら、部活動や生徒会活動等の公的活動をしていない限りは、学年が異なる生徒と知り合うことは滅多にない。
　ましてや、靜羅は名誉理事長である以前に、藤妃財閥の名誉副総裁である。
　その社会的地位故に、彼女には凄腕の警備員が数名、秘密裡に配備されている。
　彼女の友人として始終側にいる堤早苗にも、靜羅付きの最高護衛官としての任務があった。
　だが、靜羅を影ながら見守っている存在は、何も護衛官や警備員だけではない。
　特殊神霊調査官として、学園内に潜入していた椎名雅春も、である。
　学園内での彼は、あくまでも傍観者であろうとしていた。
　目立たないで行動すること。影ながら彼女を見守ること。
　それが自身の任務である以上はと、極力校内行事にも関与しないでいた。
　本来、３年生の部活動参加は、一学期終了後位迄となっている。
　彼が吹奏楽部に顔を出すようになったのはそれ以降であることから、公的大会に出ない理由付けは出来ていた。
　だが、部員達からの強い要望があり、学園内の私的活動には参加していた。
　いずれにせよ、賛助出演者、講師・トレーナーとしての位置づけは変わっていない。
　今後の参加予定は、12月の定期演奏会のみとなる。
　そのステージこそ、彼のラスト・ステージとなる予定である。
　一方、遼の方も吹奏学部に在籍しており、トランペットを担当している。
　彼らは、全国高等学校文化連盟主催の総合文化祭、吹奏楽部門に参加することになっている。
　優秀な成績を収めることはもちろん、東京で行われる全国大会への参加資格を得るためにと、それぞれ強化練習に精を出していた。
　
　そんなある日の夕食時。
　靜羅は突然、遼から仕事の話を持ちかけられた。
「ところで……靜羅。
　例の取り引きの件についての返事、まだ貰っていないのか？」
　外は雨模様。秋雨前線真っ只中である。
　互いの出来具合を論じながらの夕食の最中、遼がぽつりと洩らした言葉に酷く驚いた靜羅は、思わず喉を詰まらせた。
「おい、大丈夫か？」
　気づかう遼のそれを受け、靜羅は小さく頷いた。
「……その件については、何か……聞くに聞けない」
「何だよ。それ」
「そういうのを避けている雰囲気が、ビシバシ伝わって来るのよ。
　だから、私も切り出しにくくて……」
　そう述べた靜羅は、スープにスプーンを入れる。
「雰囲気にほだされてるようじゃ、まだまだだぞ」
　遼は遼で、ハンバーグステーキにナイフを入れる。
「でも、普通に考えてみたら、それが当たり前なんじゃないのかしら。
　ほら。私達はこんな……SP付きの生活環境に慣れているから。
　普通に暮らしている人が、ある日突然、『あなたのSPとして派遣されました。よろしく御願いします』って言われても困るだけだと思うわ」
　そう述べた靜羅は、余裕ありげな素振りでナプキンを手にしては、口元を拭った。
「でも、英国紳士たる者、女性に対してはフェミニストなんじゃないのかなあ？
　もしかしてお前、女扱いされていないのか？」
　ムッとする靜羅。その真意に遼は気がつかない。
「そんなに心配ならば、『藤蘿都』お得意『秘密裡に物事を運ぶ』作戦でいくべきだったんじゃないの？」
「だから、それには色々と問題があってだな……」
「いずれにせよ、今からそれを行使するというのであれば、全責任はあなたが持たないとね」
「責任って？」
　遼は、つけ合わせの粉ふきいもを口に運んだ。
「あくまでも噂だけど、彼のことを調べることに良い顔しない人がいるらしいのよ。
　つまり、よっぽどの事情がない限り、動かない人がいるということ。
　例えば、『彼の護衛をしなさい』と命じるとするでしょ？
　その根拠はどう説明する？」
「僕の直感」
「はいはい。それで通用するのだから、『藤蘿都』も変な組織よね。
　でも、特殊神霊調査官をしている以上、常に生命の危険にさらされている。
　そんなリスクを負って迄、一般市民の彼らは何を調べているのかしら？」
　いささか乱雑なナイフの扱いに、遼は黙する。
　その脳裏に、『障らぬ神に祟りなし』ということわざが過る。
「……靜羅。公爵と何かあったのか？」
　遼としては、公爵に対してそっけない態度を取ろうとしている、彼女の真意が知りたかった。
「別に、雅君とは何もなくってよ」
　ほうれん草のソテーに視線をやった靜羅は、ふとその手を止めては、小さなため息をついた。
「仮の話、特殊神霊調査官という言葉のニュアンスが、私達のいう所の護衛官だと仮定します。
　彼自身も、本来ならば、護られてしかるべき立場にある御方。
　何故なら？　彼はラッセル公爵であり、それが故に暗殺未遂を企てられたこともある。
　それほどの御方が、私立探偵みたいなことをしているなんて、誰かさんを彷彿とさせるのよねええ」
　フォークを突き立てかねない勢いで、靜羅は、程よく焼けたハンバーグステーキを切った。
「どういう意味だ？」
「あなただって同じでしょう？
　みんなに護られているのにも関わらず、裏では危険なことに首を突っ込んでいるじゃない。
　つまり、公爵のしていることはもちろん、そこまで彼に肩入れするあなたの真意も解らない、と言っているの。
　公爵の人間離れした能力を利用しようという気持ちはなくって？」
　うむ、と考えながらも遼は、小さく首を横に振った。
「それについては、きっぱりと否定するよ」
「じゃあ、どうしてそんなに勘ぐるのよ？」
「気になるんだよ。彼の、あの……何かを憂いているような、資質みたいなものが。
　それに……あれだけの才能の持ち主は、そう滅多に現れるものではない。
　本人にその意識があるんだったら、プロの演奏家になっても十分食べて行けるだろうさ。
　それなのにどうしてプロにならずに、隠居生活じみたことをしているのかなと」
　椎名は正式な部員ではない。あくまでも、靜羅のレッスン講師である。
　初めて遼が、椎名のソロ演奏を聴いたのは、文化祭の時である。
　曲は、軽めのポップスだったように思う。
　だが、その音色から遼は、彼独自の『音楽』を聴き取った。
　優しく慎ましやかな音色の中にある、確かな存在感を……。
　彼が総合文化祭に出てくれば、結果は解らないだろう。
「音大に限らず、芸術学科系は倍率が高いもの。
　それに、音大に進んだからといって、プロになれるという保証がある訳でもないでしょう？
　２歳年上だし、あの様子だと現役時代に吹奏楽はしていたと思う。
　公的な大会に出場しないのだって、公の場に出るのが嫌なのでは……」
　そこまで言って、靜羅は、はたと口をつぐんだ。
　確かに彼は、彼の置かれている立場からは想像も出来ないような、質素な生活を送っている。
　本名である英国名はもちろんのこと、名門公爵家の血筋のことも洩らしていない。むしろ、それを黙秘しているようにも見受けられる。
　姉達についても同様に、あくまでも一般市民を装っているようである。
「……その続き、お前ならばどう解釈する？」
　遼の瞳に、妖しげな輝きが宿る。
「理由はともかく、特殊神霊調査官だからじゃない？
　あれにも色々な怪情報が流れているみたいだから、干渉されるのが嫌なのかも知れないわ。
　あるいは、人には知られたくない極秘調査をしているのかも……」
　靜羅の答えに、うんうん、と頷く遼。
「そういう遼は、どう思うの？」
　逆に質問された遼は、自身なりの意見を述べる。
「……確かに、『藤蘿都』とは違って、特殊神霊調査官の組織性は皆無に近い。
　元々、特殊事件専門の私立探偵みたいなもんだから、組織単位で動いているわけでもないんだろうさ。
　ただ、彼らの場合は、他人の依頼を受けて調査をしているようには見受けられない。
　恐らく、何かしら個人的な目的があって、それこそ人目を忍んで調査しているのではないのでは？
　もしそうであるならば、その目的とは一体何なのか？
　いずれにせよ、部外者が関わってくることを恐れているのは確かだ」
「……」
「そう。あの瞳は、何かを恐れている。
　僕は、あれほどの優れた能力者が恐れていることに興味がある。
　彼の周囲を嗅ぎ回っているのは、それだけの理由だ」
　フォークとナイフを皿の上に置いた遼は、「ごちそうさま……」と告げると、先に部屋を出て行った。
　テーブルに飾られた深紅の薔薇だけが、静かに思考する靜羅を見つめていた。
　
　翌日も、どんよりとした空模様だった。
　８時過ぎ。
　早朝自主練後の世間話は、鴻坂櫻の日課である。
　実際に、そちらの方を目的としている点は否めない。
　その話し相手は、交際相手の矢萩笙である。
「……ねえ。最近、警備の数が多くない？」
　鴻坂の言葉に、矢萩も小さく頷いた。
　彼らのいう所の警備とは、靜羅付きと思われるSPの数である。
　だが、他の生徒への心理的影響を考慮して、そう多くの人員は動員されていない。
　確かに、それと解る人員は２名増員された。
　だが、覆面護衛官と称される者達の人員が多くなったことには、まだ誰も気がついていない。
　尚、椎名にも、密かに護衛官が配属されていた。
　ただし、彼らは調査とは関係のない部署の人間である。
　そのことからも、純粋な護衛目的であることは十分に窺い知れる。
「そうだなあ。最近、怪事件が多いもんなあ……」
「そうそう。怪事件のたたき売りって感じ？
　だから、朝練も笙君いないと出来なくてねえ」
　頬に手を持って行った鴻坂は、敢えて憂い顔をしてみせる。
　それに対して、矢萩はかなり冷静沈着だった。
「お前が面倒くさがって、職員室に鍵を取りに行かないからだろうが！」
「ま、それはそうなんだけどー」
　即座に平常モードに戻ったものの、「でもっ！　事実は事実よ」と、確信めいた口調で語った。
「……まあ、半分は霊現象みたいだからなあ。
　靜羅ちゃんも感づいているみたいだし。
　遼君と双子だから、何か、伝わるものがあるのかも……」
「果たしてそうかしら？」
　鴻坂とは違う声色に、矢萩は耳を疑った。
「この学校には、藤妃財閥の名誉副総裁の方がいらっしゃるそうですね」
　振り返った先に佇む、見ず知らずの女性。
　外国人並みの彫りの深い容貌。
　束ねてあるポニーテールには、緩やかなウエーブがかかっている。
　住吉学院高等科の制服。襟元のリボンは橙色。ということは、同級生ではないらしい。
　矢萩が言葉を失ったのは、日本人離れした容貌に驚いたからではない。
　何か……異質な気配がする。霊気とは違う。これは……何だ？
「あなたは？」
　その問いに対して、口元に思わせ振りな微笑を浮かべた女性は、改めて自己紹介をした。
「失礼しました。私、野島清香です。
　藤妃財閥名誉副総裁には、どうしたらお会い出来るのかしら？」
　気の強そうな口調。物怖じしない態度。
　矢萩は矢萩で、『もしかすると、これが例の女子生徒か？』と身構える。
　その背後から聞き慣れた声がしたのは、それから間もなくのことだった。
「私に、何か御用ですの？」
　たまたま通り掛かったのだろう。
　自ら名乗り出た彼女の表情は、まさしく名誉職にある人間そのものだった。
　堤早苗は、その横で慎ましやかに控えている。
　だが、その眼差しはいつになく厳しい。
　野島は、堤の存在をどう解釈したのか。決して好意的ではない眼差しの、その意味を。
　それでも堤は、靜羅の友人役だった。他者の気配がある時の徹底事項に従って。
　だが、野島は野島で、堤の存在に疑問を抱いた。
　彼女程の人物ならば、当然、SP位付いていそうなものだけれども。
　こんな細身の子が、SPな訳……ないわよね。
　でも、この威圧感は何だろう。
　野島は、沈黙を守る堤の秘められた存在感の強さに、何かを感じ取っていた。
　それに対抗するためには、いつものように、平然とした素振りでその場を切り抜けることが肝要。
　軽く息を吸い込んだ野島は、よく通る綺麗な声で、靜羅と堤に対して自己紹介をした。
「はじめまして。私、住吉学院高等科に在籍しております、野島清香と申します。
　実は今度、こちらの高等科に編入することになりました。
　つきましては、一度、名誉理事長であるあなた様に御目通りを、と参りました」
　靜羅は、その丁寧な申し出の仕方に、そこそこ満足したらしい。
「そうですか。それは御苦労様です」
　口元に品の良い微笑を浮かべながら。
「それから、私がこちらに編入しようと思ったのは……」
　その語尾のイントネーションに、靜羅は微かに目を見開いた。
「あなたのSP、つまり警護をしようと思ったからです」
　一瞬、靜羅は耳を疑った。
　このようなことを自ら名のり出る人間等、前代未聞である。
「今、何と仰いましたの？」
「あなた様の警護をしたい、と申し上げたのです」
　野島の真剣な表情に、靜羅は呆然とした。
「あの、何か勘違いなさっていませんか？
　私付きのSPなんて、そんな、簡単になれませんのよ。
　藤妃財閥は……重役達の警備員については、色々な制約がありますから」
「知っています。でも、その必要性に迫られているのは事実です」
　いまひとつ要領を得ない会話に、堤は終止符を打とうと身構える。
　だが、靜羅はそれを留めた。
「そういうことで、警護の人員は間に合っておりますの。
　失礼致しますわ」
　その場を立ち去ろうとした靜羅に、野島が声高に叫んだ。
「浦和鮎美を御存知ですか？」
　その名前に、靜羅の歩みが止まった。
「彼女は悪霊に取り憑かれています。
　その悪霊からあなたを護ることが出来るのは、私しかいません！」
　微かに顔を向ける。眼差しが見えるか見えないかの微妙な所で。
「……総て、彼女の意志であることに変わりはありません。
　たとえ、背後に恐ろしい黒幕が潜んでいようとも」
「彼女に会ったのですか？」
「あなたには関係のないことです」
「それでは、靜羅嬢は彼女を見捨てると？」
「……仮の話、あなたの仰られたように、彼女には悪霊が取り憑いているとしましょう。
　あなたには、その悪霊から私を護る能力があると、今し方仰いましたね？」
　その言葉に、野島は「ええ」と頷いた。
　改めて向き直った靜羅は、野島に挑戦的な眼差しを向ける。
「それならば、私を警護することよりも、不安材料を断つことが先決ではないのですか？」
　微かに、野島の表情が変わる。
「霊能力者だったら、間に合っているよ」
　それまで沈黙を守っていた矢萩が、きっぱりと言い放つ。
「ここに……な。なあ、櫻？」
　矢萩の目くばせに、鴻坂も小さく反応した。
「そうよ、彼だけじゃなくて、私達の友達にだって、結構いるわよ。
　霊能力は、決して特別な能力じゃないのよ！
　それがほんの少し強いからって、いばらないでほしいわね」
　鴻坂も、火に油を注ぐ勢いでまくしたてる。
　堤は、冷静に状況を傍観する姿勢を保っている。野島も、靜羅の出方を静観している。
「……あなた、住吉学院の生徒だと仰いましたわね。
　それならば、今の名誉理事長が誰なのか、御存知の筈……。
　兄からは、編入者がいるという話は受けておりません。
　正体を明かしなさい！
　住吉学院の生徒になりすまして、私に近づいて来た目的は何ですの！」
　靜羅の形相と、微かに変化した堤の様相から、野島は一つの確信を得ることに成功した。
　わざわざ、このような回りくどいことをして迄得た、貴重な情報。
　みすみす取り逃がす訳にはいかない。
　芝居じみたしぐさではあったものの、野島は、困惑気味に俯いた。
「取り敢えず、警告を……。
　編入の件については、おそらく今頃、名誉総裁の御耳にも入っていることと存じます。
　私が言いたいのは、大切なあなた様の御身に何か大事が起こってからでは遅い、ということです。
　私、純粋な国民として、御二人を尊敬しておりますから。
　では、失礼致します」
　きびすを返して、野島は、元来た道をすたすたと歩き始めた。
　その後ろ姿に鴻坂は文句を、それ以外の３人は、厳しい面持ちで彼女を見送った。
「何者だ？　あいつ」
　右手を胸元に上げた矢萩の声。
「さあ。私には何とも……」
　首をかしげる靜羅。
「近頃はやりの、怪しげな新興宗教の信奉者でしょうか？」
　取り敢えず、当たり障りのない意見を出してみる堤。
「靜羅ちゃんにも解らないとなると、かなりのすご腕ということになるんだろうな」
　結論めいた口調で、話にピリオドを打つ矢萩。
「何々？　私に黙って内緒話？」
「一人で勝手に文句たれてる奴なんて知らん」
「まあまあ。取り敢えず、遼に相談してみる。
　それから、何らかの対策を練って貰う」
「うん。そうした方がいいかも知れないな」
　そう返答した矢萩は、「そろそろ時間だから」と、教室に戻って行った。
　その話が矢萩経由で椎名に伝わったのは、それから間もなくのことだった。
　
　休み時間。
　こっそりと教室を抜け出した椎名は、早速にも北條の携帯電話へのアクセスを試みた。
「……という訳で、藤妃遼氏に事情を説明して、野島清香とかいう女性の身辺調査に協力して貰えないかと……」
　受話器の向こうでは、返事に窮する北條の姿があった。
　このような形で靜羅嬢に関わろうとする存在を、あの藤妃遼氏が『調査のため』に生かしておくだろうか、と……。
　藤妃財閥の裏組織である秘密組織『藤蘿都』には、何かと怪情報がちらついている。
　財閥や藤妃家にまつわる裏事情を調べようとした者の不可解な死も、その一つである。
　一応、表向きのルートで伝わって来ている情報によると、ここ５年以内に14、5人……。
　自殺、事故死、突然死等……。
　その死因も多種多様化しており、一見すると関係ないように思われる。
　だが、彼らには共通項があった。
　藤妃家のことを調査していたらしい、という噂。
　死亡確認後、藤妃家やそれにまつわる一切のデータが全て消失しているらしい、という噂。
　大学教授やルポライターといった、ある程度名の知れている人物だけでも、である。
　無名の研究家達も、様々な研究対象として藤妃家に興味を持っている。
　……『野島清香』も、消されるかもしれない。
　そもそも、自身達のように、彼らが協力要請して来る方が珍しいのだから。
『……お言葉ですが、それは、靜羅嬢に聞けば済む話だと思いますよ。
　焦る気持ちも解りますが、藤妃氏も住吉学院の名誉理事をしています。
　プロフィール程度ならば、こちらから行動しなくても調べてくれますよ』
「それはそうでしょうけれども……」
　北條の素っ気ない態度に、椎名は困惑する。
　彼が、そのような他人任せ的な理由で調査依頼を放棄することは、そう滅多にない。
『で、あなたは彼女と会ったのですか？』
「いえ。矢萩から、靜羅嬢に絡んでいた不審人物だと聞いて。
　何でも、彼女の護衛を申し出たらしいです。靜羅嬢は断ったようですが」
「護衛、ですか？」
　僅かな沈黙が流れる。
　……まさかとは思うが、あいつではあるまい。
『解りました。では又、彼女の前に現れる可能性はありますね。
　こちらから、藤妃氏に連絡を取ってみましょう』
　その様子から、椎名はようやく重い腰を上げる気になったらしい、と解釈した。
「御願いします。僕は靜羅嬢の調査を続行します。
　ああ、それと……」
『何か？』
「浦和鮎美は悪霊に取り憑かれていて、靜羅嬢を護れるのは自分しかいない、とか言ったそうです」
　瞬間、北條の疑念は確信に変わった。
　間違いない！　僧伽・野篁、彼女に違いない。
　彼女ならば、藤妃家の直系に絡む理由も解らないでもない。
　だが……何故、今頃になって？
「北條さん。何か、心当たりでも？」
『いえ。世の中には、そんな思い上がった人間もいるのだな……と』
「……ああ、そろそろ休み時間が終わるので、また後で……」
　そう述べた椎名は、慌ただしく電話を切った。
　その時から彼の心は、北條に対する様々な疑念に侵され始めていたのに違いない。
　いつか必ず訪れる、最終的な決断の日が訪れる迄、その疑念は生き続けることとなる。
　
　午後６時半。
　帰宅した靜羅は、出迎えた執事に、彼の帰宅時間を尋ねたならば。
「７時位、と承っております」
「そう。部屋にいるから、帰って来たら伝えて下さい」
「かしこまりました」
　部屋に入った靜羅は、服を着替えると、ころんとベッドに寝転がった。
　口の中に慣れた痛みを感じながら、１日中、頭から離れなかったことを思い返してみる。
　かつての親友、浦和鮎美の不可解な言動について。
　偶然にも、野島清香という女子生徒の言葉から、ようやく納得することが出来た。
　しかし、悪霊とは笑わせてくれる。
　彼が、黒井が悪霊な訳がない。あの男は、そんなかわいいタマじゃない。
「悪霊なんかじゃないわ。……あれこそが、本当の意味での悪鬼よ……」
　一人の部屋で、そっと呟いてみる。
「悪鬼がどうしたって？」
　聞き慣れた声。即座に起き上がった靜羅は、そこに見慣れた兄の姿を見た。
「よお。今日も御機嫌麗しゅうおますか？　我が愛しの妹、靜羅ちゃん」
「あれ？　今日は７時位になるって聞いたけど」
　思わず、目をぱちくりする。
　対する遼は、早々にも座る場所を捜し始めた。
「事情が変わった。
　何か、北條さんから連絡があってな……」
　手頃な位置に回転椅子を見つけた彼は、背凭れと向かい合うような格好で腰を下ろした。
「北條さんから？」
「公爵からの依頼だと思うんだけどな、野島清香という女の子のデータを集めてほしいとさ。
　それで今、近江に詳しいことを調べさせている」
　『公爵からの依頼』という言葉に、靜羅は改めて、特殊神霊調査官としての彼を認識した。
「そういう生徒は、いるにはいたよ。
　２年程前に父親の転勤でこっちに来て、中等部に途中編入。今は高等部の１年だ。
　結構、成績もいいらしい。教師達の評判もまずまずだ。
　今回、神郷高校への編入希望が出ているのも確かだが、その理由がな……」
「私のため、とか言っているんじゃないでしょうね？」
「ああ。実はそうなんだな」
　遼は遼で、実に神妙な面持ちで返答する。
「それ、まともに信じてるの？」
「いいや。ただ、少し引っかかる点があるもんだから」
「引っかかる点？
　それは？」
　その時、ドアをノックする音が響いて来た。
「なあに？」
　ノックする音の感じで、訪問者が誰なのか、彼らには解っていた。
「恐れ入ります。靜羅様。近江です。
　遼様がこちらにおられませんか？」
　予想通り、実に控えめな声がドアの向こうから聞こえて来る。
「あー、いるわよ」
「では、失礼して、入ってよろしいでしょうか？」
「ええ」
　ドアノブを回す音と同時に、なにやらごそごそ……という物音が。
　それに気がついた靜羅が、ふと横を見やったならば。
「……何してるの？　遼……」
「あ、いや、その……」
　慌てて隠れ場所を捜し始めた彼を、近江の鋭い眼差しは見逃さなかった。
「遼様。野島清香の件ですが……」
「あ？　何か解ったのか？」
「はい。一応報告を……」
　手帳をぱらぱらとめくりながら、
「転校前……中学校の担任教師や友人達から、話を聞くことが出来ました。
　彼らの話では、彼女自身に、藤妃財閥等に対する特別な意識は感じたことがない、とのことでした」
　ふむふむと、神妙な面持ちをする遼。
「それから、今年の５月に交通事故に遭い、全治２ヶ月と診断されています」
「事故原因は？」
「道路を横断中に、脇見運転の乗用車が突っ込んで来た、とのことです。
　念のため、事故現場と病院とを調査してみましたが、特に不審な点はございませんでした」
「解った、御苦労だった」
「では、失礼致します」
　軽く一礼をした近江は、そのまま、部屋を出て行った。
「……で、遼」
　ドアに視線を向けたまま、遼に問いかける靜羅。
「何だ？」
　同じく、ドアに視線を向けたままの遼。
「何か不審点があるって言っていたけど、それは？」
　ああ、というように、靜羅の方に向き直った遼はその口を開いた。
「当の本人に会ってみないことには、何とも言えんよ。
　そっちは心当たりとかない？」
「うーん。強いて言えば、……燃えていたことかな？」
　『燃えていた』という表現に、遼は、あることを連想した。
「彼女の後ろで、誰かが焚き火でもしていたのか？」
　次の瞬間、靜羅の神経が『プツン』と音を立てた。
「こっちがまじめに話しているんだから、まじめに答えて頂戴。
　彼女には強い『炎』が見えたの。
　普通は一個の『火』位なのに、彼女の場合は、火災現場のようなものすごい勢いの『炎』が舞っていたの。
　あんな強いものを持っている人、初めてみたわ。もう、黒井君以上だもの」
「ふうん……なるほど」
　口元に指先を近づけた遼は、何事かを考える素振りを見せた。
「何か？」
「……ん？　いや、公爵とは対照的だなあって思ってな」
「ん？」
　あっけらかんと答えた靜羅のそれに、遼は小さく唸った。
「……公爵のそれが解らないのは、お前の力量不足ではないのは確かだ。
　詳しいことは解らないが、公爵は、自らを封印する術を知っている。
　だが、野島とかいう子の場合は、自らの強さをアピールしているみたいだ……」
「何で？」
「そんなの解らないさ。
　だが、もしかすると、……お前を試しているのかもな」
　遼は、靜羅から侮蔑の眼差しが向けられていることに気がつかないまま、小さく微笑した。
　おそらく、その名案に酔いしれていると思われる。
　そこで靜羅は、侮蔑の眼差しついでに、一言申し立ててみることにした。
「そこまで言うからには、それなりの根拠があるはずよね？　遼」
　その問いかけに、遼は僅かに躊躇した。
「気がついてなかったのか？」
「何よ？」
「公爵と関わり始めてから、お前の能力が強くなっているってことに」
「え？」
　あちゃあ、と言わんばかりに、遼は頭を抱え込んだ。
「公爵の特殊能力は未知数だということは、前にも話しただろう？
　そんな彼の影響を受けないでいられる能力者は、この世の中に果たして何人いるだろう？
　仮にも僕は『藤宮』だから、他の影響を受けることはないに等しい。
　だが……お前は違う。かつての浦和鮎美のように……な」
　ちらりと一瞥した遼の瞳には、これっぽっちの嘘もなかった。
「どういうこと？」
「そういうこと」
「じゃあ何？　私は彼の影響で、あんなふうに見えたという訳？
　でも、黒井君だって、結構な持ち主だった……と思うけど？」
「それは僕が保証する。霊感こそは人並み程度だったが、念としてはすごいものを持っていた。
　だがな、さっきから言っているように、直に本人に会ってみないことには、何とも言えないんだよ」
　慌てて靜羅のフォローに回る遼の言葉は、いまひとつ、説得力に欠けていた。
　
　
　
　　　　　第２章　　曖昧な動機
　
　
　その日以来、靜羅達の前に、『野島清香』は現れることはなかった。
　だからといって、問題が解決した訳ではない。既に彼女の学籍は住吉学院から神郷学園へ移っている。それにも関わらず、彼女が登校している気配がないのだから。
　
　11月ともなると、寒さが厳しくなりつつある週末。
　いつもと同様に、彼は本社で仕事をしていた。
　そんな彼の元に、１本の直通電話が入った。
「遼様。お電話でございます」
　受け取った遼は、受話器を手に取った。
「……堤か。何だ？」
　家からの電話らしい。
　一番に彼は、彼女の尋常ではない慌てように首をかしげた。
　だが、驚くのはまだ早かった。
「何！　小手毬邸に、藤源郷からの御使者が参られたというのか？
　そんなばかな！」
　微かな沈黙の後に、堤が小さく答えた。
『……です』
「何？」
『……野島、野島清香様でいらっしゃいます……』
「野島清香だとぉ？」
　書類を手にしていた近江は、その固有名詞に素早く反応した。
「失礼致します。遼様」
　受話器を奪うように横から手を出した近江は、堤と情報交換をし始めた。
　間もなくして、静かに受話器を置いた彼は、その内容を簡潔に報告する。
「……遼様。考えられないことですが、藤源郷よりの御使者で間違いはないようです。
　それから、靜羅様より『早急に小手毬邸にお帰り戴くように』……と」
　その言葉を聞く迄もなく、遼は帰り支度をし始めていた。
「……車を手配して参ります」
　近江敏昭とは、実に物分かりの良い部下である。
　
　小手毬邸の座敷にて。
　遼の名代として、靜羅は野島と向き合っていた。
　その後方には、靜羅付きの最高護衛官として、堤早苗が控えていた。
「藤源郷の統括神であらせられる、靜霞媛の護衛神、僧伽・野篁と申します。
　靜霞媛の名代として、藤宮一族総帥への御言葉を預かっております故、お目通りを……」
　野島の口から出て来た言葉に、靜羅は耳を疑った。
　だが、一応冷静さを取り繕う。
「失礼を承知でお伺い致します。
　何故に、靜霞媛様の護衛神である、僧伽・野篁様の御名を名乗られますの？」
　そう質問を投げかけながらも、靜羅はあることを確信していた。
　彼女から感じられる気質の強さは、人間離れしている。
　加えて、僧伽・野篁の名前自体、正規の神話を知る者しか知らない。
　藤宮一族はもちろん、他の宮家とも関係のない彼女が知る由のない名前である。
「つい最近迄、私どもの率いる神霊四天王神は、藤源郷の守護を任ぜられておりました。
　以後、こちらの世界に生を受け、現在の野島清香を名乗っている次第です」
「それは事実でございますの？」
　その質問にも、野島は、「ええ」と述べては、それを肯定した。
　その時、障子が微かな音を立てた。
「御待たせ致しました。御使者殿」
　そちらを見やった靜羅は、『遅い！』と言わんばかりに、登場した人物を睨みつけた。
　それを無視した遼は、靜羅の横に腰を下ろした。
　その後方には、慎ましやかそうな素振りで近江が控える。
「お初にお目にかかります。私どもが、藤宮一族第224代目総帥・藤妃藤宮遼です。
　この者は、私どもの最高護衛官を務める、近江敏昭と申します」
「近江と申します」
　それを受けて、野島も自己紹介をした。
「はじめまして。靜霞媛付き神霊四天王神の……僧伽・野篁こと、野島清香と申します。
　この度は、数々の御無礼、誠に申し訳なく思います。
　しかるに、これも我が主、靜霞媛様の御為。何とぞお許し下さいませ」
　再度、深々と一礼した野島は、改めて遼を見つめた。
「……それで、どのような御用件なのでしょうか？」
　思い詰めたような眼差しを向けた野島は、はっきりとした口調でその質問に答えた。
「綜邏帝の捜索と、神々に楯突く悪霊を降伏させて戴きたいのです」
　綜邏帝。
　正式には、四大神霊皇祖神の壱の神、綜邏神のことをいう。
　彼は、『藤源郷の輪廻神話』でいうところの、森羅万象の創造神である。
　後に、直妹である弐の神である櫺婀媛と結婚。寂箏神、梗藹媛、礦麟神、靜霞媛といった、四大神霊皇宗神と称される神々をもうけるものの、その後行方不明となっている。
　いずれにせよ、謎に包まれた神という事実に変わりはない。
　彼が姿を消した理由については諸説があるが、現在では二つの説が有力視されている。
　森羅万象の統括神・麒邏神との派閥争いに破れた結果、封印されたという『封印説』。
　現象界に降臨、神として君臨したのではないかという、『神的存在発祥説』である。
　現在では、後者の説が有力視されている。
　実のところ、初代藤妃藤宮家当主・藤妃藤宮礦聰の時代の頃ともなると、余りにも古過ぎて調べようがないのである。
　だが、神話によると、麒邏神には神霊八將神と称される護衛神がいたという。
　その中でも、最も優れた能力を持つ者を僧伽として、主神を護る立場に置いたという。
　尚、僧伽には、実相の覚醒誘発能力が授けられていた、ともいわれている。
　彼らは、時代の変革期に現れては、人々の中に眠る『神』を目覚めさせる……という伝承も残っている。
　彼女はそれには触れず、靜霞媛付きの神霊四天王神と名乗った。
「その件につきましては、かねてから、我が藤宮一族で結成している『藤蘿都』が、全総力を挙げて調査中です。
　御存知のように、藤宮一族は現象界随一の特殊能力者一族。靜霞媛の護衛神であらせられるあなた様程ではないにしろ、それなりの特殊能力を継承し続けてきました。
　その我々でさえ、容易に見つけ出せないというのが現状です。
　焦る御気持ちも解らなくはありませんが、今しばらくの猶予を戴きたい……」
　遼の切羽詰まったものの言い方に、野島は深いため息をついては、そっと目を伏せた。
「……一つ、お伺いしてもよろしゅうございますか？」
　靜羅の控えめな声色に、野島は「何か？」と顔を上げた。
「あなたが僧伽・野篁様ということは認めましょう。
　しかし、何故、人間として過ごしていらっしゃるのでしょうか？
　霊体……神霊の方が、遥かに身動きが取りやすいでしょうに……」
「失礼だぞ。靜羅」
「いいえ。靜羅様のお言葉、ごもっともです。
　人間として転生したのは、今の世の中、霊的存在のままでいる方が遙かに危険なのです。
　そのため、このような形で転生したのです」
「……」
「筆頭宮家であった藤宮一族を頼りに捜索した所、他の宮家も現在に残っていることを知りました。
　加えて、反社会主義者を一掃する責務のためにも、我々神霊四天王神と藤宮一族は手を結ぶべきです。その依頼のために出向いた次第です。
　それでなくても、最近では厄介な輩が出没しているようですし……」
「厄介な輩とは？」
「浦和鮎美に取り憑いている悪霊のことです。
　あの者は、間違いなく靜羅様の御命を狙って来ます。
　早急に手を打たないと、負の霊的磁場への影響が懸念されます」
「……断る、と言ったならば、いかがなさいますか？」
　靜羅の即答に、野島は、一瞬その耳を疑った。
「我々を敵に回すと？」
「いえ。そこまで仰るからには、何か、交換条件が御有りなのでしょう？
　内容如何によっては、御断り致したく存じます。
　私達は、神々の界隈ではありません。
　ましてや、部下達の生命を危険にさらすような、危険な交渉はお受けできません」
「ご心配なく。
　私どもに、かの者の降伏をさせて戴ければ……」
　野島の意味深長な瞳の輝きに、靜羅は厳しい視線を向ける。
「……何故、そのように争いごとを謀るのですか？
　彼女の能力は、特殊な封印によって完全に封じられています。又、その効力は半永久的です。
　心当たりがない訳ではありませんが、今は争う時ではありません。
　それとも、神とは、無力な者を断罪するために存在するのですか？」
「そのように悠長に構えておられる時間はありません！
　こうしている間にも、浦和鮎美を取り巻く環境は悪化している筈。
　このまま放っておけば、この先何が起こるか……！」
「この私に対して、異議を申すとは何事ですか！」
　瞬間、野島の表情が凍りついた。
「……これだけは言っておきますわ。
　藤妃財閥の秘密を世間に暴露しようなどとは、ゆめゆめ御思いにならないで下さいませね。
　そのようなことをすれば、たとえ、始祖と崇め奉る神々の眷属神であらせられても、容赦は致しません」
　微かな沈黙の後、野島は小さく微笑した。
「さすがは靜羅様。
　その気位の高さ、我が主、靜霞媛様に勝るとも劣らない……」
　感銘したような吐息を洩らした野島に、遼は寂しい眼差しを向けた。
「……そう、あなたには見えますか？　野篁様」
「え？」
　靜羅の心中を察することが出来るのは、他ならぬ、自身だけだから。
　だから、結論は急がない。出来る限り、穏便に事を収める方法を見つける迄は……！
「この件については、我々に任せては戴けませんか？
　『藤蘿都』が総力を賭して取り組んで来た課題です。
　もうしばらくの猶予を……いただきたい」
　納得してもらうしかない。これは、『藤蘿都』の管轄なのだから。
「……藤宮がそこまで仰るのでしたら、致し方ありませんわ。
　皆様方の御力なくして、綜邏帝の討伐と麒邏帝の復活はあり得ません。
　しかし、不穏因子は早急に排除するべきだという警告はしておきます」
　それから５分後。
　見送りに出向いた遼と靜羅、各々の護衛官は、彼女の尊大な態度に対する感想を内に秘め、彼女の背中を見送り続けた。
　
　１時間後。
　野島は、市内の某ファミレスでランチタイムを過ごしていた。
　その眼前では、一人の青年実業家風の青年が、暖かい紅茶を口にしている。
　はたから見ると、援助交際と思われかねない組み合わせだが、その場に漂う雰囲気は異質なものだった。
　何故ならば、二人の言葉の端々には何かしらの刺があり、その周囲にも険悪な空気が漂っているのだから。
「……野篁。お前、こんなに頼んで食べられるのか？」
「もちろん、おごってくれるんでしょ？」
「……」
　運ばれて来たのは、ミックスピザとサラダとポタージュスープと、明太子スパゲティ。更に、メロンソーダ。食後のデザートに……ミルフィーユも頼んでいた。
　呆然とする北條を前に、遠慮なくピザとスープを食べ始めた彼女は、カルボナーラだけで足りるのかと、その手元を一瞥した。
「……お前、一体何を企んでいるんだ？」
「一応、野島清香って名前があるんだから、そっちで呼んでくれない？　北驪」
「はじめに、北條靖幸だと名乗っただろう？
　何にせよ、年下に呼び捨てされるのは心外だ」
「紅茶愛好家だったなんて、初めて知ったわ」
　少しずつ減って行くピザを見つめながら、北條は、今回の目的について思い返していた。
「靜羅嬢に近づいて、一体どういうつもりなんだ？
　まさか、彼女と一戦交えるつもりではないだろうな」
　靜羅嬢は気がついていないだろうが、その内に潜む力は、計り知れないものがある。
　譬え、野島が神霊四天王神であろうと、勝算は皆無に等しいだろう。
　そうなれば、再びピンチに立たされることになるばかりか、最大の障害に対しての戦力をも失ってしまう。
　だが、野島の方も、靜羅の持つ潜在能力がいかほどのものか、十分に把握出来ていた。
　そのため、今回は様子見に留めたのである。
　だが、ライバルに報告する必要性は、皆無。
　なにはともあれ、誘導尋問には乗らない主義である。
　たとえ彼が、ランチの代金を支払ってくれるとしても。
「おあいにくさま。私の本当の用事は麒邏神の捜索だけ。藤妃には一役買って貰うだけよ。
　当然でしょう？　藤妃家は、『藤源郷の輪廻神話』の護り主ですものね」
「神霊界の問題を、現象界に持ち込むのか？」
「神の御霊を受け継いでいる者達が、只の人間な訳ないでしょ？」
「人類とは、現象界に降臨した神々の仮の姿だ。
　藤源郷でのんびりしていた間に、すっかりぼけたようだな。野篁」
　即座に「失礼ね！」と反論した野島は、早くもスープを飲み干した。
　ため息を落とした北條は、最後のパスタを口に含んだ。
　備えつけのペーパーナプキンで口を拭う。そのしぐさに、無駄はない。
「……我々は、神霊であることを驕り過ぎていると思わないか？」
　たばこを取り出した北條は、今度はサラダに目をつけたらしい野島に問いかける。
「別に。初めからそう仕組まれていたんだもの。仕方ないでしょ。
　利用出来るものは利用する。それだけ麒邏帝の捜索には困難を極めてるのよ。
　誰かさんの御蔭でねー」
「我々も努力はしているのだがな……」
　そう述べなから、北條はたばこを口にした。
　その瞬間、野島の横顔を垣間見たような気がした。
　強さを固持する眼差しの中にある、幼い脆さを……。
「ま、何にせよ私は、あなたと『なあなあ』の関係になるつもりはないからね」
　それが目的ではないと解っているのに、そう話題を振った所を見ると、敵はかなり動揺しているらしい。
　経験の多さがものを言う。
　つい最近迄藤源郷にいた彼女に、果たしてどれほどの経験を要求出来るだろうか。
「……一つだけ、聞いていいか？」
「なあに？」
　カップを置いた北條は、微かに吐息を洩らした。
「これだけは、正直に答えてほしいんだ……。
　何故あの時、お前達は麒邏様の元を離れる決心をしたんだ？」
　瞬間、野島の行動全てが凍りついた。
「……北驪。あの時の諍いも、私のせいにしちゃう訳？
　はっ、いちいち笑わせてくれる男ね。
　これだけは言っといてあげる。
　麒邏様の傍にいようがいまいが、私はきっと、あなたを滅ぼそうと画策したに違いないわ。
　そう。私には何もかも解っていたの。麒邏様は、私達よりもあなた達を選ぶこと位……。
　だから離れてあげたのよ。捨てられる位ならばって……。
　あなたに対しては、あの時、報復宣言をした筈よ」
　野島の声は、微かに震えていた。
　無理に取り繕っている彼女の心境が、北條には痛い程解った。
　麒邏神が神霊八將神を分割して迄靜霞媛の護衛神としたのには、危機感が募っていた証拠に他ならない。
　だが、その代償として、彼は多大なる損失をその身に受けた……。
「あの時の報復宣言には、いささか疑問が残るのだが。
　そんなに、麒邏様に信頼されていた私……我々が憎かったのか？」
「だったらどうだって言うの？
　冗談じゃないわ！
　あなたのことを思って離れてあげたのに、あなたは私を裏切り者扱いする訳？
　はっきり言わせてもらうけど、先に裏切ったのは、そっちの方なのよ！」
　空気がピリリっと震えたような感覚と、周囲の眼差しで、野島は我に返った。
「……とにかく、そういうことよ。
　私は、あなたに嫉妬していたの。だから……よ」
　スパゲティをフォークに巻き始めた野島は、それを一口、口に含んだ。
「……いずれにせよ、事実は総て闇の中。
　藤源郷の深い闇の深淵の中に、靜霞媛様が封じ込めてしまったのだから……」
　その言葉の響きは、総ての問に答えることは出来ない、ということを暗に示していた。
「御下げしてもよろしいでしょうか？」
　ウエイトレスの柔らかな声色が、通路から聞こえてくる。
　一瞬、無口になる二人。
　北條は、その低い声で、「ええ」と頷いた。
「失礼致します」
　ウエイトレスが、空になった食器を運んで行く。
　彼女が立ち去るのを目で確認してから、野島は口を開いた。
「……北驪。神霊八將神を離脱した私達が、何故、靜霞媛様の神霊四天王神となったか……。
　その理由について、あなたは考えたことはあるの？」
「？　いや……」
　突然の質問内容に、北條は一瞬、返事に困った。
「私は考えていたわ。麒邏様が封印されてから……いつの間にやら、そんなことばかり考えていたわ。まるで憑かれたように……。
　それは、お互いの護るべき存在が余りにも偉大過ぎたのよ。
　私が靜霞媛様に御仕えしたのは僅かな時間だったけど、彼女は私を理解してくれたわ。
　麒邏様の元を離れてから、靜霞媛様の信頼を得て、私は私なりに一生懸命働いていたわ。
　それこそ周囲が見えなくなる程に。
　……でも、今だから話すことが出来るのだけど、……総司令官である僧伽っていう立場は、ある意味孤独よね。
　時に意にそぐわないことを指令して、自ら指揮をとって様々な戦いに仲間を駆り出して……。
　でも、私自身は、本当は誰とも争いたくなかった。それだけは解ってほしいの。
　……でも、正直なところ、彼女に仕え続けた理由は私にも解らない。
　あなた達はどう？　麒邏様の手がかりは見つかった？」
「こちらも……まだまだ。
　幾度となく現象界に出て来ては、手がかりを探してはいるのだが……」
「元々実戦向きじゃないくせに、無視しちゃって……。
　で、どうして北驪は、彼を捜し続けているの？」
　サラダとスパゲティとを往復する野島の口調は笑っているが、その目は笑っていない。
「そういうお前はどうなんだ？」
「私？　私は使命感からだと思う。
　昔は靜霞媛様に嫉妬していたけど、今はそんな低俗な感情で、あの御方に接していたことを恥じているわ。
　あなたはどうなの？」
　その言葉に乗せられた北條は、しばし考えてみる。
　だがそれは、決して誰にも打ち明けることの出来ない、秘密の言葉達ばかりだった。
　靜霞媛様の想いに応えようと思ったのは、何故なのか？
　何故、麒邏様を捜すためだけに、無意味な殺生を繰り返して来たのか？
　そして、自身は何処へ行こうとしているのか……。
「……私は、死に場所を捜しているのかも知れない。
　長い間、藤源郷と現象界を往復していたせいか、すっかり死に場所を忘れてしまった……」
　苦笑する北條の素振りに、野島は微かに微笑した。
「なるほどね。あなたには生死の選択権はないものね」
　反論しかけた北條は、ふと次の言葉を呑んだ。
「私は、自殺することはないと？」
「……ん」
　メロンソーダを半分飲んだ野島は、運ばれて来たミルフィーユを器用につつき始めた。
「私だってそう。私の命を絶つことが出来るのは、……きっと、あの御方だけよ。
　それまでは、絶対死なない自信があるもの。あなただってそうでしょう？」
　その言葉に北條は小さく頷いた。
　かつての仲間は、今も変わらずそこにいた。今の彼には、それだけでもう十分だった。
　
「……解った？　北條さんの相手」
　ショートカットの高校生が囁いた。
「野島清香だろう？　学校に来ないで、こんな所でなーにやってんだか」
　黒ぶち眼鏡の高校生が頷く。
「あれって、援助交際なのかなあ？」
　意味深長な口調で口元に指を持って行った鴻坂は、横にいた矢萩に問いかける。
「それはないだろうけど、何か……仲悪いんだかいいんだか、解らない関係かも」
「まあ、いいわ。笙君っていう証人がいることだし……」
「？」
　怪しげな視線の煌めきと不自然な笑顔に、矢萩は何かを感じ取ったらしい。
「椎名君のお家へ、行くわよおぉ！」
「何で？」
「何で……って、決まってるでしょ？　椎名君から北條さんに聞いて貰うのよん！
　善は急げ！　出るわよ」
　矢萩は、「結局こうなるのかぁ……」とため息をこぼしながら、二人に気がつかれないように出て行く鴻坂の後をついて行った。
　
　バス停から、前に来たことのある道のりを辿りながら、鴻坂と矢萩は作戦会議を練っていた。
　正確には鴻坂の独壇場だが、矢萩には、もはや反論する気力も失せていた。
「でもさあ、それって何か違わないか？」
　その時になって、矢萩は初めて異を唱えた。その言葉に対する鴻坂の反応は、というと。
「何が？」
「何が……って、何で椎名の所に行くんだってこと。
　別に北條さんが何処で誰と食事していようと、あいつには関係ないじゃん」
「そう？」
　尚も話し続ける鴻坂の嬉々とした表情に、彼はにわかに不安を感じ始めた。
「……櫻。お前、何だかんだ言って、椎名の所におよばれに行きたいんじゃないのか？」
「あ、ばれた？」
　あっけらかんとしたものである。
「……いや、それだったらいいんだ」
　その一言で、ことの真意を把握した彼は、安心したようにも小さく頷いた。
「あ、もしかして妬いてくれてた？」
「いいやっ、違う」
　下手に期待感を持たせると、後々大変なことになることを、彼はよく知っていた。
　ポケットに手を突っ込む。意識して早足になる。瞬きの数がいつもより少し多くなる。
　それは、矢萩流の照れ隠しであった。
「またまたー。笙君ってば、本当に素直なんだからぁ。
　大丈夫よ。私、浮気者だけど不倫はしないから」
「……それって、何のフォローになってないんじゃあ……」
　やや消極的に答える矢萩。対する鴻坂は、その真意を把握しているのかいないのか、よくは解らないような解答を提示して来た。
「だからね、私が騒いでいるのは、あくまでもその時だけなのよ。
　いざとなれば、笙君が一番だって思ってること、知ってるくせにいっ！」
「……」
「あら、これは本当よ。
　何かね、笙君の傍にいると安心するの。うん、何だかね、ほっとするの」
　そう述べながら、すっと腕を絡める。その腕の細さに、矢萩は照れ隠しで俯いた。
「かわいい！　笙君、照れちゃってえ！」
「……行くぞ！」
　置いて行かれそうになりながらも鴻坂は、その笑顔を絶やすことはなかった。
　
　食事を終えた二人は、席を立った。
　会計を済ませた北條が、財布をしまいながら、彼女に問いかけた。
「家迄送ろう。場所は？」
「えーと、セジュール……なんとかっていう所」
「……セジュール・ミントか？」
「うん。それそれ！」
　すっかり返す言葉をなくした北條。
　対する野島は、訝しげな表情を見せた。
「でも、今日は他にも行くところがあるから、ここでいいわよ。
　そういえば、ここしばらく藤源郷には帰っていないみたいね。
　媛様、あなたのこと心配していたわよ」
「その手には二度と乗らない」
「そ？　さすがね。
　それじゃあね。少し鈍感な特殊神霊調査官、北條靖幸さん」
　先に店のドアを開けた野島は、すたすたと街中へ向かって歩いていった。
　その後ろ姿を見送る北條は、内心、椎名とニアミスしなかったことに安堵した。
　だが、彼女は同じコーポラスに住んでいる。
　彼の存在は、靜霞媛サイドの連中には、隠しておきたかったのだが。
　車に乗り込んだ彼は、早々にもその場を立ち去った。
　
　市内では決して珍しくはないセルシオの筈……が。
「あのセルシオ……北條さんのじゃなかった？」
「まさか。それだったら、ここに来る迄に気がついていたさ」
「でもお……」
「椎名の所に行くんだろ？」
　そう言いながら矢萩は、間もなく到着する波方方面行きのバスを指さした。
「……どうしようかなあ」
　急に消極的になった鴻坂の態度に、矢萩は怪訝そうに首をかしげる。
「あ、そう。じゃあ帰るか？」
「んー……やっぱり行く」
「あっ、そう……」
　結局、彼女には逆らうことの出来ない矢萩であった。
　
　ピンポーン！
　インターホンを押す音に気がついたのは、綾華だった。
「はーい」
　鍵を開けると、そこには黒ぶち眼鏡の男の子と、ショートカットの女の子が立っていた。
「えと……」
「椎名の友達の矢萩と鴻坂です。彼……いますか？」
　ためらいがちに視線を落とした綾華は、ドアノブを持ったまま言葉を続けた。
「ごめんなさいね。アーサー、出かけているのよ。
　私でよければ、お話し相手になるけど？」
「あ、じゃあ、いいです。
　大した用事ではないので」
　矢萩の間髪を入れない返答に、綾華は小さく頷いた。
「ごめんなさいね。帰って来たら連絡を入れるように伝えておくわね」
「お願いします」
　会釈程度にお辞儀をした矢萩と鴻坂は、そのドアの向こうを注視することなく、その場所を後にした。
　
　その室内にて。
　金髪の青年が髪を掻き上げながら、客人の気配がなくなったのを確認した。
「アーサー。あれで良かったの？」
　ソファに腰かけながら、綾華は質問する。
　対する椎名は、至って冷静に、「うん、後から連絡するから」と頷いた。
「そんなことばかりしてたら、ただでさえ少ない友達がいなくなっちゃうわよ」
「友達が少ないのは、別に僕のせいじゃない。皆して、故郷を離れたからだ……」
　拗ねたように呟くその声は、ほんの少し、寂しさを含んでいた。
　夢を断念せざるを得なかった自身への弁解と、夢を目標として勉強している彼らに対する、羨望。
　そんな彼の懐古の念を払拭するかのように、綾華は声高に問いかけた。
「で、私に頼みたいことって？
　電話で済ませるような内容じゃないんでしょ？」
「うん。ある人物の調査を依頼したいんだ。
　野島清香という女子生徒を……これが写真。
　藤妃でも調べて貰っているけど、これといって有力な情報が入って来ないから……」
　差し出された写真を手にした綾華は、その見覚えのある顔に微かに眉をひそめた。
「靜羅嬢への異常な固執が見られる。警備員を志願したことからも、かなりの腕前かと……」
「……解ったわ。ティーナにも動いて貰うことにしましょ」
「うん。でも、北條さんには内緒にしておいてほしいんだ」
「何で？　北條さんに知られちゃまずい訳？」
「何か、余り乗り気じゃないみたいだから」
「ふうん……。
　でも、相棒の気分で依頼者を選ぶようじゃあ、まだまだ半人前よ。
　いいこと？　北條さんはあなたの部下なのよ。
　この私が認めた、彼の腕の良さをもっと信頼したらどう？」
「……信頼しているからこそ、無理な仕事で労力を費やさせたくない」
「あ、そう。それで私に回ってくるのね～」
「違うって！　ただ、北條さんには関わって欲しくないような、そんな気がするんだ」
「……はいはい。引き受けると言った以上、こちらで調べるから」
　写真を手に取った綾華は、それをバックに忍ばせた。
「さてと！　用事はそれだけね。それじゃ！」
　すっくと立ち上がった綾華は、すたすたと玄関へと向かって歩き始めた。
　その胸の内に、一つの企みを秘めながら。

　
　
　　　　　第３章　　野心家の胸の内
　
　
　総合文化祭へのラストスパートがかかった、週明けの放課後。
　矢萩は、鴻坂と靜羅と堤達との談話を楽しんでいた。
　だが、それも長くは続かない。
　ピンポンパンポーン！
「３年１組の矢萩笙君、２年３組の越智悠也君。３年１組の矢萩笙君、２年３組の越智悠也君。
　至急、音楽研究室迄来て下さい」
　放送部員の声高なアナウンスに、鴻坂は満面の笑みを浮かべた。
「やーい！　呼び出し食らってやんのー！」
「うるさいっ！　多分、部活のことだ。先に行くぞ」
「うんうん！　その代わり、後でお菓子おごってねー！」
「何でそうなるんだよっ！」
「ポテチでいいからねー」
　鴻坂の高らかな笑い声に見送られ、矢萩は、その歩みを速めた。
　
「矢萩先輩。こんちわー」
　その声に振り返った矢萩の視線の先には、長身の男子生徒が佇んでいた。
「越智か。お呼び出しがかかったもんな」
　越智と呼ばれた男子生徒は、照れ隠しで頭をかいた。
　吹奏学部の現部長、越智悠也である。
　ほっそりとした顔つきに不似合いな大きな瞳が、彼を幼げにみせている。
「え？　部活のことじゃないんすか？
　まずいことだったら、辞退しますから」
「何？　俺に部のために留年しろって言うのか？」
「いや、そうは言ってないっすよ。
　でも、定演に関することだったら、先輩にお任せっす！」
「何でそうなるんだよ。
　いい加減、びしーっと部員をまとめる手練手管を覚えろよ」
「そうじゃなくって、花を持たせたいんっす。先輩には！」
「いや、もう十分過ぎる位持ってるからいいよ」
　
　音楽研究室前にて。
　コンコン。
「先生、矢萩です」
「……越智です」
「来たか。入れ入れ」
　中からの声に、矢萩は渋々ドアを開けた。
　そこには、体格のいい長谷川教諭と、一人の女子生徒の姿があった。
　明るいクロム色のフレームに覗かせた、神経質そうな眼差し。
　肩先に近いボブの頬にかかる横髪は、顔のラインの細さを助長するシャギーが入っている。
　身長もそう高い方ではない。身体つきも華奢な方である。
　入部希望者だろうか……だろうな。
　それにしても、この子……大丈夫か？
　体格や健康状態の善し悪しで人選している訳ではないのだが、音楽を演奏するということは、意外と体力を必要とするのである。
　パーカッション以外の楽器、いわゆる木管・金管楽器等は、腹式呼吸での演奏となるので、胃腸の弱い人間には余りお薦め出来ないように。
「入部希望者の有沢さんだ。
　この間の文化祭を見て、入部する気になったらしい」
　瞬間、矢萩の疑問は確信に変わった。
　長谷川教諭は、尚も言葉を続けた。
「元部長の矢萩笙君。
　それから、今の部長の越智悠也君。取り敢えず、二人の顔は一番に覚えるように」
「今日は。元部長の矢萩です」
「はじめまして。現部長の越智です」
「１年１組の有沢結花です」
　外見とは裏腹の芯の強そうな語調に、矢萩は小さく驚いた。
「それじゃ、矢萩、越智。
　俺は職員会議があるから、彼女のこと、頼んだぞ」
「あ……はい」
「じゃあ……」
　重い腰を上げた長谷川教諭は、重そうな体躯を横に揺らしながら、狭い音楽研究室から出て行った。
　
　３人きりの室内。
　矢萩はさりげに目配せすものの、越智はいっこうに気がつく気配がない。
「もうすぐ部が始まる時間だから、今日は見学でもして貰おうか」
「そうっすねえ……」
　主導権は矢萩が握っているらしい。正確には、余りにも越智が頼りないのである。
「ええと、有沢さんだったっけ？
　希望通りになるかはさておき、やってみたい楽器とか、ある？」
　少し視線を泳がせる有沢。その視線の先には、パート別で区切られた部員の名前が書かれたプレートがかけられてあった。
「出来れば、サックスがしてみたいです。
　あの、文化祭の時にソロをしていた方と同じ……」
「ああ。アルトねー、どうだろう？
　あ。アルトサックスは、パートが二つあって、ファーストとセカンドに分かれているんだよ。
　バランスもあるから、その辺りのことはパートリーダーに打診してみないことには……」
　コンコン！
　音楽室の方から、研究室のドアをノックする音が響く。
「はい？」
「藤妃と鴻坂です」
　靜羅の声に、矢萩は安堵の息を洩らした。
「あ、ちょうど良かった。元パートリーダーさんの御登場だ」
　矢萩は、嬉々と音楽室側のドアを開ける。
「ヤッホー！　様子見に来ちゃったの！」
　鴻坂のからかい半分の態度に、矢萩は小さく唸った。
「入部希望者さんとの御対面、に呼び出された訳。
　まぁ……ちょうど良かった。
　靜羅ちゃん、アルトサックス１本余ってない？」
「アルト？　……徳永さんが使っていた分があるけど？」
「そう？　えーと……彼女なんだけど」
「１年の有沢結花です」
　控えめに述べた有沢の瞳に、靜羅の姿が映る。
「はじめまして。藤妃靜羅と申します」
　彼女お得意の『お嬢様スマイル』で応対する。
「えええ！　藤妃、靜羅さん……って、あの、藤妃財閥の？」
　プライベートな場面で『藤妃靜羅』を前にした人間は、大抵こんなふうに驚くものである。
　靜羅も慣れたもので、柔和な笑顔を有沢に向ける。
「ええ。
　それで、アルトがなさりたいのですか？」
「はい……」
「左様ですか。
　他の楽器もそれぞれ素晴らしいので、決断は見学してからでも遅くはないと思います。
　そういうことでよろしいでしょうか？　部長」
　靜羅の畏まった口調に、矢萩は一瞬、事態が把握できないでいた。
「ああ。まあ……」
「あ、そろそろ時間よ」
　時計を一瞥した鴻坂は、音楽研究室から音楽室へ抜けるドアを開いた。
「点呼取るぞー！」
　矢萩の声に、周囲のざわめきが止まる。
「その前に、入部希望者の紹介があるんだ。
　取り敢えず、パート見学をして貰ってから、最終的に楽器を選んで貰おうと思います。
　有沢さん。簡単でいいから、自己紹介して」
「あ……。１年１組の有沢結花です。
　部活動での演奏経験はありませんが、頑張りたいと思いますので、よろしくお願いします」
　そう述べた有沢は、軽く会釈をした。
「それじゃあ、有沢さん。適当に空いている所に座って」
「はい」
　その言葉を受けて、有沢は、そこから一番近い席に腰を下ろした。
「それじゃー、点呼取ります」
　越智が部員の名前を読み上げるのに応じて、彼らも返事をして行く。
　点呼が済んで、全員の出席を確認した矢萩は、小さく頷いた。
「全員参加でめでたいんだけど、先生は会議なので、今日の合奏はないと思います。
　そこで、個人練習をしていて下さい。
　あと、各パートのリーダーの皆さんへ。
　自分のパートの完成具合を見て、パート奏をするなり、木管・金管と打楽器との合奏をするなり、それは自由ですので相談しながら進めて下さい。
　くれぐれも、人様に迷惑をかけないように、安全と信頼をモットーに、部活動に取り組んで下さい。
　それじゃあ、解散！」
　その言葉を合図に、部員達は後方の楽器倉庫に、各々の楽器を取りに出向いた。
　
　市街地の中心に位置する今治駅。
　16時過ぎともなると、電車通学の学生達でごった返すものだが、上り下り路線共に発車した後らしい。
　学生以外にも、社会人風の人の姿もちらほらと見受けられる。
　電車の発車時刻を待つ者。迎えを捜している者。待ち合わせでもしているのか、時計を見ながらいらいらしている者。
　それぞれが用事を果たすべく、十余人の人達が、その場所にたむろしていた。
　現在の建物は、1990年の秋に開設された。大小合わせて３つの玄関がある。
　しまなみ海道と関連して進められていた区画整理も整い、駅裏周辺には真新しい町並みが広がっている。
　建物自体は２階建てになっている。一階は、改札口以外に、パン屋やコンビニ等のショッピングセンターを含めた待合室が設けられている。改札を抜けると、上り専用のエスカレーターと階段があり、そこを昇った所がプラットホームとなる。
　プラットホームは全部で３か所。１番乗り場のみ、レールで区切られている。２番乗り場、３番乗り場は、ホーム自体が区切りとなっている。
　正面玄関を抜けると、タクシー乗り場やバス停がある。そちら側が市街地となる。
　適度に広い構内の中に、人目を引く男性の姿を認めた青年は、無意識的にその目を細める。
　その一方で、つかつかと歩み寄って来たその男性は、いつも通りの挨拶を投げかける。
　ようやく相手を見つけることの出来た二人は、早速立ち話を始めた。
「ようやく来てくれましたね。公爵様。
　しかし、私だって、そう暇じゃないんです。もっと早くに来て頂きたかった……」
「だからといって、何もこんな時に呼び出さなくてもいいじゃないですか」
　北條は、彼の無愛想さに、苦笑を浮かべた。
「こんな時、にですか？
　何かいいことでもあったのですか？　公爵様」
「いえ、別に」
　椎名は、そっけない態度で視線を逸らした。
「今日は靜羅嬢のレッスン日だから、と言っておいた筈ですが」
「知っています」
「……何か、緊急の用事でも？」
「そういう訳ではないのですが、不吉な予感がしたものですから」
　北條の予感は、わりと的中する。神霊四天王神たるもの、先見能力位なければ。
　だが、その不吉な予感とは、既に彼らの頭上に舞い降りていたことには気がついていない。
「病気のことは……まだ？」
　冴えない顔色に、北條の声色が優しくなる。
「別に、秘密にしている訳ではないのですが……」
　何となく言い出せないでいる。
　かなりの運動量を必要とする体育の時だけ、教諭やクラスメイト達には暗示をかけてある。
　それでも、部活動、音楽だけは別だった。
　模範演奏程度のことは、どうにか出来る。
　前もって、発作防止にと、薬も服用している。
　だが、部活動に関しては、医師の許可を得たものではない。
　そこまでして、彼女達の前では健常者であろうとしていた。
　彼女に心配されることを恐れている？
　それとも、まだ彼女を信頼していない？
　そんな疑問の正体を、椎名自身、全く気がついてはいなかった。
「しかし、練習も程々に。
　延命治療を施さないと決めた以上、ドクターストップは有効なのですから」
　２年前から彼は、新居浜市の心臓専門病院に通い始めていた。
　担当医が自宅療養を勧めたのにも、状況の厳しさに苦慮した決断だったようである。
　医師も、音楽をやめることを勧めた。発作が日常茶飯事的に発生している以上、必要以上に心臓を酷使することは避けなければならない、という判断からである。
　それでも彼自身、最後迄諦めたくなかった夢があった。
　心臓に悪いことを知りながらも、音楽の世界への憧れだけは、サクソフォニストとして世に出る夢だけは、諦めたくなかったのである。
　北條も、それはよく解っていた。
　彼の唯一の夢であり、生き甲斐でもある音楽……。
　それをやめるように勧めた時の勇気は計り知れないものだったと、後に漏らしてしまった。
　それは、少しでも心臓にかかる負担が軽減出来るのであれば……、少しでも延命に役立つというのであれば、決断するしかなかった。
　延命治療の一環として、重要なことだっただけに。
「いずれにせよ、このままではあなたの身体が心配です。
　……そろそろ、潮時かも知れませんね」
　その言葉に、椎名は弾かれたように目を見開いた。
　徐に北條は、ポケットから車のキーを取り出すと、言葉をかけた。
「少し、公園ででもお話しませんか？
　ここは人が多過ぎますから」
　
　冬が近いせいか、その公園に立ち寄る人もいない。
　鳩達は、それでも僅かばかりの餌を見つけては、器用についばんでいる。
　北條は、最近親しくなったという、近くのパン屋で分けて貰ったパン屑をばらまき始めた。
　バサササッ！
　彼の撒くパン屑に、何羽かの鳩が、その手元目がけて羽ばたいた。
　その様子を、北條は眩しそうに見つめている。
　緊張感のないその面持ちに、椎名はあることに気がついた。
　彼の瞳から、そのような優しい眼差しが消えてしまったのは、何故だろうか……。
　黙りこくった椎名を気遣うように、北條はパン屑を持ったまま、彼の側にやって来た。
「いや、前より……何だか勢いがすさまじいので、ちょっと驚きました。
　いかがですか？　案外楽しいもんですよ。
　それとも、あなたは餌はやらない主義でしたっけ？」
　いつになく明るく振る舞う北條の、不自然な態度。
　椎名自身、勘はいい方である。無意識的に不安を覚えずにはいられない。
「何かあったのですか？」
　その一言を口にするのに、それからしばらくの時間が必要だったのは、言う迄もない。
「何か、と仰いますと？」
「だから、何かです」
「……何も、ありませんよ」
　沈黙。
　鳩達の羽ばたく音と、噴水の水音だけが響き渡る、静かな公園内。
　近くを走る車の騒音さえも、今は何も聞こえない。
「実は……今日、こちらの方に入院している知人の見舞いに行って来たのです。
　そこで、２年前のある事件についての噂を聞きましてね」
　北條は、噴水の側のベンチに腰を下ろしながら、話を切りだした。
　神妙そうな面持ちで、前方を見据える椎名の眼差しの先に、その空虚な視線を向けながら。
「事実確認はこれからですが、浦和鮎美嬢が、あの事件の再調査を警察に依頼しに行っているそうです。
　しかしながら、警察当局では当時の発表通り、その事件にたまたま彼が巻き込まれたとして、取り合っていないようですがね」
「事実は違うと？」
　再び厳しい表情に戻った椎名の、気高い迄に哀しい光を放つ眼差しの奥に、北條は何を観たのか。
「詳しくは解りませんが、おそらくは藤妃……『藤蘿都』の判断によるものでしょう。
　もしかすると、靜羅嬢の暗殺を企てたのかも知れませんね。黒井透は」
「それはないでしょう。もしもそうだとしたら、間違いなく抹殺されている筈です。
　その時の爆発に乗じてならば」
「出来なかった、とは考えられませんか？」
　北條の問いかけを、ちらりと横目で一瞥した椎名は、やや語気を荒だてる。
「それでも、『藤蘿都』が黙っていないでしょう。
　何のために、彼らがこの国の裏世界に君臨してきたのか、あなたも御存知の通りです。
　しかし、浦和鮎美嬢は何かを知っている。そのことに間違いはないと思います」
「ですから、彼女も怖いんでしょうね。藤妃財閥が」
　財閥自体、かなりの大企業である。そのトップに君臨する名誉総裁の権力をたとえるならば、言葉一つで国一つ滅ぼすことも可能だろう。
　絶大な影響力を持つ藤妃財閥……正確には『藤蘿都』ならば、極秘に人間一人抹消することなど、造作ない。
　実際、既にその秘密を探ろうとした者達が、不可解な死を遂げているではないか。
　逆に言えば、藤妃財閥さえ味方に付けておけば、少なからず、安全に繋がるのではないだろうか。
　困惑気味に、椎名は言葉を発した。
「浦和嬢にとっても靜羅嬢の存在は、決してデメリットにはならないと思います。
　それにも関わらず、喧嘩を売るとは……。僕は、これは靜羅嬢に対する威嚇とみています。
　同時に、浦和嬢の状況、心やその立場の脆さを露呈しています。
　僕は、かつての友人である靜羅嬢に対して、それ程迄に警戒している理由が知りたい。
　ましてや彼女達は、一般市民でしょう？」
「確かに。
　靜羅嬢が話すとは考えられないし、その関係者も然りでしょう。
　個人レベルでそれ以上の何かを彼女達が知ることは、余りにも非現実的です。
　何の能力も持たない人間なんですから……」
　そこまで言って、北條は、はたと言葉を止めた。
「彼女の背後には、黒井透がいます。
　脳の損傷による昏睡状態ということですが、そのことが却って、彼の負の能力を強めているような気がします」
　重い口調でそう呟く椎名は、何処を見るでもない、何も見えていないその瞳を宙に泳がせていた。
　
　一方その頃。
「じゃあ取り敢えずー、他のパートの楽器紹介を兼ねて、あちこち見て回ろうか？」
　矢萩の言葉に、有沢は小さく頷いた。
「はい。あの……」
「何？」
　有沢は、困惑気味な面持ちで問いかけた。
「……あの、文化祭でソロをしていた金髪の方は、部員じゃないんですか？」
　やはり、そう来たか。
　実は、点呼の時、全員参加と口にしたのには、理由があった。
　彼女の様子を注視していて、気がついたこと。
　……椎名が目的、か。
「金髪？　ああ、椎名のこと？
　あいつは、靜羅ちゃんの個人レッスンの先生。文化祭は賛助出演」
「では、部員じゃないんですか？」
「ま、そういうことになるかな。
　俺達３年は、引退しなければならない所を居座っているようなものだから。
　県大会後の３年生の新入部員は認められないんだけど、あいつは巧いから特別。
　時折、練習に顔を出してはいるよ」
「そうですか……」
「そういえば、自己紹介の時、椎名のことを気にしているみたいな口振りだったね……」
「いいえ……そういうものではないんですけど、文化祭で、初めてサックスの音色を聴いたんです。
　今時サックスの音を聴く機会なんて……って思われるかも知れませんが、その方の音色は、初めて聴いた音だったので。
　何だか懐かしいようでいて、今迄聴いたことのないような……」
「まあ、普通に生活していれば、あいつの演奏を聴けるのは定期演奏会だろうな。
　あ、今度、サックスパートがアンサンブルコンテストに出ることになってるんだ。
　週に２回位、講師として練習を見ているみたいだから、どこかで聴くことは出来るかも知れないけどな。
　でも、今日は休み」
「……そうですか」
「じゃ、見学しに行きましょか」
　歩き始めた矢萩。その後ろをついて歩く有沢は、複雑な面持ちをしていた。
　
　様々な楽器の音色が交錯する中、一通り各パートを見回った矢萩と有沢は、一旦、音楽研究室に戻って来た。
「どう？　実際に部活動の様子を見てみて」
「本格的ですね……」
「来週の日曜に、全国高等学校文化連盟主催の総合文化祭、略して高文連って言っているんだけど、吹奏楽部門に参加することになっているんだ。
　そこで最優秀賞を取れたら、全国大会への出場資格が貰えるんだ。
　それが終わったら、来月には定期演奏会が控えている。
　僕達３年は、その時に引退。それまでに引き継がなきゃなんないことが、色々とあるんだよ。
　えと、それで、アルトがやりたかったんだっけ？」
「はい……」
　その消極的な返答に、矢萩は小さく目を見開いた。
「あ、もしかして自信なくしてる？
　まあ……皆、最初は初心者なんだよ。高校から始めた子もいるし……譜読みも慣れるよ」
「いえ。譜読みに関しては、ピアノをしていたので大丈夫です」
「そ？　じゃあ、僕はパートが違うから。
　取り敢えず、サックスのパートリーダーを呼んでくるよ」
「藤妃さんですか？」
「いや、さっきも言ったように、今は２年の子に引き継がれている。
　ちょっと待ってて」
　音楽研究室を出て行った矢萩は、間もなくして一人の女子生徒を連れて来た。
　短めの髪を２つにくくった彼女は、人当たりの良さそうな笑顔で、有沢に歩み寄った。
「サックスのパートリーダーの、崎山佳奈子さん。
　じゃあ、彼女に色々と教えてあげて」
「はい。
　それじゃあ、まずは楽器を持って、練習場所に行きましょうか？」
　そう述べた崎山は、「こっちよ」と、彼女を音楽室の方へと案内した。
　自身の役目を終えた矢萩も、自身の楽器を取りに楽器倉庫に向かった。
　そこでは既に、打楽器の担当者達が基礎練習に取りかかっていた。
　その間を縫って、自身の楽器ケースを手にした矢萩は、パートの練習場所で借りている教室へと向かって歩き始めた。
　野球部と思われるグラウンドからの声。コーラス部の発声練習の声。
　その中に混じって、それぞれのパートの基礎練習の音色が、校舎内に交錯している。
　その音の中を歩きながら、矢萩は、何かしら不吉な予感を感じ取っていた。
　
　有沢を連れて来た崎山は、早速、パートの面々を紹介した。
　サックスパートは、その種類とパートのバランス上、基本的に靜羅と崎山でソプラノを兼用するという形で成り立っている。
「一応、藤妃先輩と私が、パートリーダーなんだけど……」
　サックスパートは、総勢８人。
　内訳は、ソプラノサックス・ファーストアルト兼用者の靜羅と崎山と、ファーストアルトの堤。セカンドアルトの檜垣と中山。テナーの秋山と若井。バリトンの西口となっている。
「３年は、藤妃先輩と堤先輩だけなの。私と檜垣さんと若井さんと秋山さんは２年、中山さんと西口さんは１年。私以外、初心者でね……。でも、今ではこんな感じ」
　基礎練習から個人練習に入った一同は、難しそうな指遣いを、難なくこなし始めた。
「サックスを選んで正解だったかもね。リコーダーの運指に似ているの。
　その中でも、アルトはわりとポピュラーな方だから。頑張りましょうね」
　それから崎山は、マウスピースと、リードと呼ばれる竹製の薄い板の簡単な説明。その装着方法を教えた。更に、ネックと呼ばれる部品への接続方法。最後に本体への接続方法。
「あ、寒くなるとね、楽器が冷たくなるの。
　そのまま合わせると音程がズレやすいから、息を吹き込んで少し暖めていて」
　有沢は、言われるままに息を吹き込み始めた。
「あ、何か楽器の経験ある？」
「あ……ピアノを」
「だったら、譜読みは出来る方ね。
　でもね、ピアノのような鍵盤楽器と、木管とか金管とかいった管楽器とは色々違うの。
　指遣いとか楽譜……奏法もあるからね。
　でも、一番違う所は、音は自分で作らなきゃならないとことかな？　作音楽器ってことね。
　えーと、ストラップにかけて。姿勢はこうね。少し……こう楽器をずらして」
　今度は、ストラップのかけ方と、楽器の持ち方を説明し始めた。
「アルトサックスは、変ホ調の楽器、つまりEs管楽器なの。
　ピアノのドレミに当たるハ長調は、この楽器ではイ長調になるの。
　当然、楽譜も調が変わるけど、特にそれは意識しなくていいから。
　それと……音程はきちんと合わせておかないと、合奏とかした時に音が濁るのね。
　そのため、私達はこんな機械を使って、一応、基準の音を合わせます」
　そう述べながら崎山は、小型のチューニング用の機械を取り出した。
「これ、440ヘルツに合わせてあるから、これに合わせるの。
　えと、オクターブ上のファ＃。この音ね」
　崎山は、彼女が出した音とチューナーとを見比べると、すぐにもゴーサインを出した。
「はい。いい感じね」
　今度は運指表とレッスン教本を用いての、指遣いの説明を。
　一通り教えた崎山は、最後に締めくくった。
「一応、基礎練習が大切ということで、マウスピースでのロング・トーン。
　大変だろうけど、30秒を目標に。それから、ネックを付けた状態でのロング・トーン。
　次に、一応楽器にネックをつけた状態での、チューニング。楽器は息で温めておいてね。
　それから、各音の音階練習と、このプリントの印の付いている所。これは、必ずしてね。
　最後に、このトレーニングブックの練習ね。
　早足で言ったけど、今日は私がつくから。今日は、各音を出す練習をしましょうか」
　つきっきりで指導をする後輩を見ながら、靜羅はサックスを教えてくれた先輩のことを思い出していた。
　あの頃の自身と重なるような、内気そうな女の子。
　自身はサックスを通じて、もう一度、本来の自身を取り戻しつつあるように思う。
　総ては元に戻らなくても、それでも生きて行けるような、そんな気がしている。
　時計を一瞥する。
　そろそろソプラノを復習する頃合いかと診断した靜羅は、アルトサックスを机においてソプラノに持ち変えては、慣れた手つきで基礎をこなす。
　それから、高文連の総合文化祭と、定期演奏会で用いる曲を演奏し始めた。
　曲も限られてはいるのだが、それでも、高校での最後の晴れ舞台である。
　靜羅に取ってのソプラノサックスは、アルトサックスと同様に、大切な意味を持っている。
「藤妃先輩は、ああみえても努力家なの。
　御仕事の都合上、なかなか練習にも来られないみたいで、それが辛いみたい。
　でもね、私はそんな藤妃先輩のひたむきなところ、尊敬しているの」
　靜羅の演奏は、尚も続く。
　５時を回った頃。
　「木管奏をしませんか？」という話が、クラリネットのパートリーダーから持ちかけられた。
「藤妃先輩。どうします？
　最近、個人練習の時間が減ったせいか、皆も思うように練習が出来ていないのですが……」
「そうね。有沢さんのこともあるから、私としては個人練習にしたいと思うのだけど」
「解りました。じゃあ、そう伝えます」
　待機していたクラリネットのリーダーと言葉を交わした崎山は、間もなくして戻って来た。
「了解です、とのことです」
　再び有沢の所に戻った崎山は、彼女の指導を始めた。
　
　午後６時。
　定刻通りに、部活動は終了した。
　だが、高文連が近いこともあって、居残り練習をする者も少なくはなかった。
　靜羅は、遼との約束で定刻通りに帰宅することになっている。
　迎えの車は、既に専用駐車場に停められていた。
　それを横目で一瞥する女性が、一人。
「さっすが藤妃財閥令嬢用の送迎車。特殊仕様車ですねぇ……」
　深紅のリボンでしっかりと結ばれたポニーテールが、微かな風になびく。
　ボルドーのニットジャケットから覗く、丈の短いタイトスカート。
　大人びた印象を与えるその服装とは裏腹に、やや幼げな容貌が、月明かりに栄える。
　女豹のような鋭い眼差しで、彼女は在る場所を食い入るように見つめていた。
　それは、この場所に数多くはびこっていた、数々の霊達が眠っている筈の供養塔。
　この学園は、戦時中の空襲により、生徒と教師の計7名が犠牲となっている。
　その霊魂を慰めるための供養塔が、彼女の佇む屋上から見えるのである。
　正門の側にひっそりと建立されているそれに、そっと手向けられる花束。
　一体誰が供えているのか、それらが絶えることは決してないという。
　別に、供養塔に恨みがある訳ではない。
　ただ、その供養塔が鎮魂機能を果たしていないことは、目に見えて明らかだった。
　そのために、学園内では怪事件が後を絶たないのではないか……。
　そう、野島は解釈していたのである。
　そして、その機能を喪失した原因も、この場所にある筈。
　北驪とその相棒の公爵が、このことに気がついているのかいないのか、野島には解らない。
　だが、誰一人として対策を講じていないことに、少なからず興味を持っていた。
「北驪達もだけど、『藤蘿都』でも何もしていないというのは、ちょっとおかしいわね……」
　あるいは、何も出来ない原因でもあるのかも？
　これはひとまず、靜羅嬢に渡りを付けなければ。
　だが、今は、自身が出る幕ではない。
　ましてや、今の自身には、麒邏神捜索という重要な任務がある。
　こんなちっぽけな疑問に、この僧伽・野篁ともあろう者が、関わっていられないわ。
　ひとまず……、近々起こるはずの危険に繋がりかねない不安因子は、前もって抹消しておかなければならないだろうしね。
　間もなくして、その場所から彼女の姿は消えていた。
　
　
　
　　　　　第４章　　閉ざされた事実
　
　
「……」
　病室から出るなり、ため息混じりの吐息を洩らす一人の女子高校生。
　学校帰りの見舞客らしい。その制服は、かつて通っていた住吉学院高等科３年のものである。
　物陰から彼女の様子を観察していた野島は、記憶の中の写真とその人物を照合してみる。
　……間違いないわ。
　彼女が、２年前に靜羅嬢暗殺を謀った、黒井透の恋人だった……浦和鮎美ね。
　それにしても、あの『藤蘿都』を敵に回して、無事な人間が二人もいたなんて。
　今の藤宮は甘ちゃんなのかしら。確かに、シスコンみたいだったけど。
　彼女の靴音が、しんとした廊下に響く。
　あくまでも見舞客を装っている野島は、花束を持ち替えるフリをして視線を隠した。
　実の所、彼女が廊下の角を曲がる時、偶然のアクシデントを装う。
　その機会を窺うべく、彼女はその場で待機しているのである。
　角を曲がる、その直前。
　シャラン……。
　ふと、何かが落ちる音がした。
　それと同時に、その足音が止まった。
　同時に、野島の背後から、男性の声がした。
「……何を企んでいる？」
　その声の主は、彼女の肩に手をかける。
　浦和が落とした物は、密かに首にかけていたペンダントだったらしい。
　拾った彼女は怪訝そうにもそれをつけ直すと、再び歩き始めた。
　曲がり角。
　彼らとすれ違った彼女は、そのまま廊下の影に消えてしまった。
「……ッ」
　舌打ちをした野島は、北條を睨み付ける。
「もう一度聞く。何を企んでいるんだ？」
　野島は、北條の厳しい眼差しにもおじけない。
「何で、敵のあんたに教えなきゃいけないのよ」
　『敵のあんたに』という言葉に、北條はその意図を把握した。
「……やはり、それなりの理由があるんだな。
　ついこの間迄は靜羅嬢につきまとっていたのに、今度はあの女子高生に鞍替えか？」
「あんたねえ……さっきから一体全体何が言いたいの！」
　語気を荒だてる野島。北條は、その表情に苦笑する。
「別にない」
「はああ？　そういう秘密主義なところ、昔から全然変わっていないわねえ。
　その態度！　ムカツクッ！」
「おまえ程ではない」
　眉間に手をやる野島。この男には、皮肉も通じないのか。
「……で、何の用？
　仕事は？　まさかサボリ？」
「そこまで私のことを気にする理由は？
　あいにくだが、お前みたいな女子高校生も未成年には違いない。
　下手に手を出すと、青少年保護育成条例等々に引っかかるから、辞退させて貰う」
「ばっかじゃないの！
　援助交際なんて誘われたってしないわよ！」
「私にも選ぶ権利はある。おまえのような気が強いだけの子供に興味はない」
　絶句。
　子供扱いされたあげく、興味がないと来た。
　呆然としている野島の横で、北條の瞳が微かに鋭い光を放った。
「単に私は、知人の見舞いに来ただけだ。
　そういえば、この先の病棟には、靜羅嬢の暗殺をもくろんだ人物が入院しているとか」
　言わずと知れた、黒井透である。
　しかし、その事件の真相を知っているのは、ごく限られた人物のみである。
　いずれにせよ、彼らは裏ルートでそれを知ったことに相違はない。
「……さすがね。何でもお見通しって訳？」
「先程すれ違った女子高生に対して、何らかの危害を加えるのではないかと思ったのだが」
　その指摘に、野島はあることに気がついた。
「じゃあ、今の……」
「妨害したのではない。彼女の無事が確認されればそれに越したことはない」
　実の所、ペンダントが落ちるように仕向けたのは、北條である。
「あなたといい藤宮といい、どうして彼女に肩入れするわけ？」
「彼女が天命を全うしないで死ぬようなことがあれば、靜羅嬢が悲しむだろうからな」
「何それ」
「別に……。ただ、そんな気がしただけだ。
　いずれにせよ、私は刑事ではない。
　そのような考え方が良いのか悪いのか、今ここでとやかく言うつもりはない。
　お前と取引がしたい」
「取引？」
　その固有名詞に、野島は声を潜める。
「ひとまず場所を変えよう。
　誰が聞いているか解らない」
「？」
　意味が解らない、というような面持ちをする野島。
　実際、その周囲には人の気配はもちろん、盗聴器や隠しカメラといった文明の利器の気配等、確認出来なかったのだから。
「幼いお前には解らないことが、年を重ねると解るようになる。
　……まあ、経験の差というものだろう」
「はあ？　年のせいじゃないの？」
「正確な年齢をいえば、似たようなものだろう。
　強いて言うならば、こちらで過ごして来た歳月分だけ、私の方が経験豊富かも知れないが」
「あ、そう。じゃあ、今夜の夕食をごちそうしてくれるのね？」
「どうしてそうなる！」
　先日も、ブランチを奢ったばかりである。
　社会人である自身がそうすることは、外聞上は致仕方ないことだが。
「何？　いたいけな少女をこんな夜遅くにほっぽりだすというの？」
「いたいけな少女？
　誰のことだ？」
「わ・た・し」
「まだ６時過ぎだろう！」
「……部屋に帰っても、誰もいないもの」
「それがどうした」
「一家団欒に飢えてるの。一人で食べる食事は、おいしくないもの」
「……解った。ついて来い」
　北條の脳裏に、遠い『彼』の記憶が過った。
　それでも後で請求書を送りつけてやらなければ、と思いながら、北條は表に停めた車に誘導した。
　
　市街地から北上すること15分。
　その間、野島は夕食の催促に余念がなかった。
　そんな彼女の言葉を聞き流しながら、北條は無言でハンドルを握る。
「ねえ。街から離れてるみたいだけど、どこかで奢ってくれるんじゃないの？」
「あいにくだが、外食をする気は毛頭ない」
「何でー！　ごちそうしてくれるって言ったじゃなあい！」
　ブーイングの嵐に、北條はきっぱりと言い放った。
「選択権は私にある。つべこべ言っていないで、黙っていなさい！」
「……」
　そっぽを向いた野島は、街灯の灯りを眺め始めた。
「……そう時間は取らせない。食事の前に、会ってほしい人がいるだけだ」
　ぽつりと呟いた北條の言葉に、野島はますます不機嫌になった。
「誰よ。それ」
「……ラッセル公爵という御方だ。
　色々な事情があって、今は日本に住んでいる」
　野島自身、そのような人物が日本にいるという話は、初耳である
　もしかすると、彼の策略にはめられたのかも、という不安が頭をもたげてくる。
　だが、仮に偽りであるならば、一体彼は何処へ行こうとしているのだろう。
「その話、本当？」
「ああ。公にしていないだけだ。
　誰かさんと違って、とても謙虚な御方だからな……」
「それ、あんたのこと？」
「違う」
　その時野島は、彼には皮肉が通用しないことを思い出した。
「じゃあ聞くけど、どうして私が、ラッセル公爵とやらと会わなきゃなんないの？」
「会わせたくはないが、味方は一人でも多い方がいいと思ったからだ」
　ウインカーを出した北條は、その指示通りに左折する。
「同盟協定ならば、ケータイで済まませればいいじゃない」
「誰の？　無駄な電話料金を節約して、どこが悪い？
　それに、公爵様の所のお菓子と紅茶の味は絶品だから、食べてみても損はないと思うが」
「ごはんはあ？」
「私の手料理だ。何か不満か？」
　その言葉に、野島は思わず頭を抱え込んだ。
　胃薬を用意していないことに対する、言い知れのない絶望感に襲われながら。
　
　『セジュール・ミント』前の駐車場にて。
「あれ？　ここ、私の家じゃないの？」
　野島の言葉に、北條は訝しげに眉をひそめた。
「彼の部屋は、一階の奥の部屋だ」
　車から降りた北條は、カーテンのかかったその部屋を指さした。
「え？　お隣さんだったの？」
「……くれぐれも、そそうのないようにな」
　買い物袋を下げた北條は、駐車場脇の階段を登る。その後を、野島もついて行く。
　裏側へ回り、玄関の前で止まった彼は、インターホンを軽く押した。
　間もなくして、玄関に隣接されたダイニングの電気が灯される。
　それから、「はい」という男性の声が、インターホン越しに聞こえて来た。
「北條です」
　少しの間を置いて、覗き窓越しに電気が灯った。
　鍵を開ける音がして、ドアがゆっくりと開かれた。
「今晩は。寒かったでしょう」
　出迎えた彼の髪色は、確かに外国人独特の金髪だが、瞳は鳶色であった。
　だが、それでもその容貌は、野島を驚愕させるのには十分だった。
「きっ、麒邏様!?」
　その固有名詞に、微かに驚く椎名。
　普通に考えてもそれは、初対面の女性が発する固有名詞ではないからである。
「あなたは……」
　戸惑いを隠せない椎名に対して、北條は冷静だった。
「公爵様。電話で話した通りです。
　彼女は野島清香、……靜霞媛付き神霊四天王神の僧伽・野篁です。
　野篁。こちらが、アーサー＝ラッセル公爵。
　今の私は、特殊神霊調査官として、彼と仕事をしている」
　目を丸くした野島は、硬直状態となっていた。
　彼の意図が読めない。
　それは、椎名も同じだった。困惑した面持ちは変わらない。
「知人の見舞いに行っていて、偶然会ったんですよ。
　この隣に住んでいるというので、ついでに送ってきたんですけどね……」
「あ……。こんな所ではなんですから、どうぞ……」
　
　二人が案内された室内は、ダイニングの奥の部屋。リビングになっているらしい。
　アイボリーのソファーに、ふかふかのペルシア絨緞。室内は程よい温度に保たれていた。
「食事は済ませましたか？」
　尋ねた椎名に対して、北條は小さく首を横に振った。
「私の手料理でもてなすつもりです。キッチンを御借りしますよ」
　キッチンに立った北條は、買物袋から何かを取り出し始めた。
　席を勧めながらも椎名は、彼女を観察することを怠らない。
「何はともあれ、はじめまして、の方ですね。
　僕は、アーサー＝ウィリアム＝ラッセル……椎名雅春です」
　腰を下ろしながら、軽く微笑する。
　その笑みは、あくまでも余裕の程を伝えるためのものであった。
「野島清香です。
　単刀直入に聞きますけど、隣の部屋に私が住んでいたこと、知らなかったんですか？」
「若い女性が入ったらしい、としか……」
「私の方は、まーさかお隣さんが、イギリスの公爵家の方とは思いもしなかったわ」
「ひとまず、紅茶でも召し上がりませんか？」
　その言葉に、隣の部屋にいた北條が声をかける。
「用意していますから、話をしていて下さい」
　北條と椎名のやり取りを観察していた野島は、ふと、あることを思い出した。
「しかし、よく似ているわ。……麒邏神に。
　尤も、麒邏様の瞳は深い深い『蒼』だったけれども」
「そうですか」
「北驪があなたのことを隠したがっていた理由が、何となくだけど解るような気がするわ。
　だって、麒邏神によく似ているんですもの……」
　一瞬、椎名の表情が凍った。
「あら？　御存知なかった？
　北驪は麒邏神とのこと、何も話してないの？」
　無意識的に、顔を上げる椎名。
　その瞳には、ありありと動揺の色が浮かんでいる。
「何のことですか？」
「……まあそれは、本人に聞いた方が早いと思う。
　あれはあれで、重度の記憶喪失みたいだけど」
「記憶喪失？　北條さんが？」
　話を聞いていた北條が、ほんの少し、苦笑しているかのような口調で答える。
「……彼女が言うには、そうらしいです。
　そういえば、この間もそんなことを言っていたが、私が何を忘れたというんだ？」
「あら？　彼に話していいの？」
「……いや。あることないこと吹き込まれては困るから、思い出した時に打ち明ける」
　背中越しの重い声に、椎名の胸の鼓動が早くなる。
　彼らの間にある共通項。疎外感が椎名の心に波紋を投げかける。
　湯をポットに注ぐ音が響いた後に、北條が温かなカップをソーサーに置いた。
「ところで北驪。靜霞媛様には、どう報告すればいいのかしら？」
「そのことだが、ある組織を壊滅させるために我々に協力したい、と言ってほしいんだ」
「？」
「媛様には、しばらく黙っていてほしい。
　今、ある事件を調べ直している最中なんだ。確信が持てない内はうかつに動けない。
　どのみち、お前に悟られるのは必至だから、敢えて彼の存在を知らせた」
「……交換条件を出してもいいかしら？
　媛様に黙っていろ、なーんて反逆罪めいたことをさせるのだから、当然よね？
　ばれたときの責任は、あなたが取ることが一つ」
「その程度のことは解っている」
　その言葉通り、北條には解っていた。
　『罪過の烙印』を負った者は、それ以上の罪で裁くことは出来ない、ということを。
「それと、もう一つ。
　黒井透のことを調べさせてくれない？　あの人、何だか怪しいわ」
「それは我々がしている。情報がほしいのならば提供もしよう。
　だが、浦和鮎美には手を出すな」
「どうして？」
「病院で言ったとおりだ。
　彼女が天命を全う出来なければ、靜羅嬢が悲しむ。
　彼女は、『藤蘿都』に関する重要事項を知っているような節がある。
　うかつに手を出さない方がいい」
「それは、僕も同意見です」
　その時になって、椎名はようやく自身の意見を述べた。
「僕からも、お願いがあります。
　靜羅嬢の護衛に関しては、僕からも頼んでみましょう。
　護衛とはいっても、表立った形は取れないと思います。しかし、僕の能力とあなたの神力があれば、二重三重の結界となり、彼女を護ることは可能でしょう」
「……」
「どうですか？　悪くはない話だと思うのですが」
「あなたのサポートをしろと？」
「そういうことになります」
　ふふん、と鼻先でせせら笑った野島は、口元に微笑を浮かべた。
「解ったわ。その条件で合意しましょう」
「ありがとうございます」
「礼なんていらないわ。
　ま、麒邏神の預言にあった、『蒼い翳り』を持つ年若い公爵様。せいぜいあがいてみることね。
　いずれにせよ、麒邏神を見つけないことには、何も変わりはしないだろうけど」
「申し訳ありません。不作法な奴で……」
　ティーセットを運んで来た北條は、どうにかその場を収めようと試みる。
「……それともう一つ、聞きたいことがあります。
　あなたは、靜霞媛様の部下ですか？」
「え？　そうよ」
「では、これも御願い致しましょう。
　僕の心臓は、もって１年。その１年の間に、するべきことは沢山あります。
　靜羅嬢のことだけでなく、会社やこの仕事に対して、僕は出来る限りのことをしておきたい。
　何が出来るか、何が残せるか。僕は、北條さんと共に懸命に模索しています。
　……靜霞媛様に伝えて下さい。もう少しだけ待っていて下さい、と……」
　その言葉にも、野島は動揺することなく、出された紅茶を口に含んだ。
「あら。心臓が悪かったのね？
　１年程度じゃ、それだけのことをするのに、足りなくない？」
「野篁！」
　この場で彼に歯向かうつもりか？
　北條の鋭い眼差しと声色の真意を、野島は図りかねていた。
「……北驪。あなたが直談判して、麒邏神様か靜霞媛様に交渉することね。
　あの御方達は生死の統括者だから、何とかしてくれるんじゃないの？」
「？」
「長居をしてしまったみたいね。
　それじゃあ、またね」
　そう言い残して、野島は何事もなかったかのように、部屋を出て行った。
　北條自身、彼女の突然の退室の理由を知る由もない。
　だが。
「……靜霞媛様に神霊四天王神がいたなんて、初めて聞きました」
「ああ。彼女達は婚姻がきっかけで、靜霞媛様の護衛神となったのですよ。
　……正確には、その前に、ちょっとした諍いがありまして」
「諍い？」
「ええ。あれは……確か、麒邏様がどちらを手元に残すか、悩んでいた頃でした。
　突然、野篁達が靜霞媛様の護衛神になりたいと志願しまして。麒邏様も悩みに悩んだ末に、彼女達の意志を汲んだのです。
　でも、彼女達がそれを決めた後に、私と彼女はちょっとした諍いをしましてね。
　そのおかげで、完全無視をされていまして。その状態が、数年……続いたのです。
　そう……麒邏様が封印された、あの日迄……」
　暖かな紅茶を口に含む北條。その眼前で、俯いたまま指先を絡める椎名。
「……僕は、麒邏神のように優しくはなれない」
「？」
「あなたと野島さんのいずれかを取れ、と言われたならば、間違いなくあなたを選びます。
　譬えそれで、彼女に激しく糾弾されようとも……」
　微かに震える声の真意を、北條は測りかねていた。
「……お引き取り、願えませんか？
　今の僕は、とてもじゃないけれども、冷静になれない……」
「公爵様……」
「お願いです！　今は、一人にしておいて下さい！」
　彼の強い口調に、北條は逆らうことは出来ない。
　……余りにも、麒邏神のそれに似ていたがために。
　
　間もなくして、静かにその部屋を出た彼は、駐車場に停めてあったセルシオに乗り込む。
　行く宛てのない夜の街の中へと消えて行く後ろ姿。
　今の椎名には、それさえも見届けることは出来ない。
　
　部屋の中で、彼は一人、けだるさに身を任せるような気分で、ソファに凭れかかっていた。
　言い知れない不安と寂寥感。いつか彼も、自身を必要としなくなる日が来るのだろう……。
　元々、麒邏神を見つける迄という条件で、今の仕事を引き受けた。
　全て承知していた筈なのに、何故今頃になって、こんな気持ちに陥らなければならない？
　麒邏神が見つかれば、間違いなく彼は麒邏神について行く筈。
　そうなれば、僕は一人……。信じる人達に先を越され続けた僕は、また一人、取り残される。
　……そうして、友達や仲間を失い続ける時間を過ごし、総てが終わる。
　そうなった時、彼を見つけ出した後の僕は、一人でどうやって生きて行けばいいのだろう。
　暗くなった景色と相反する室内。その窓ガラスに、見慣れた顔が浮かび上がる。
　鳶色の瞳に映るのは、自身の疲れきった面差し。
　ふと、いつか見た、靜羅の横顔が脳裏を過った。
　……あれは、確か浦和鮎美に罵られた時。
　彼女を連れ出して話をした。その時の表情に、何だか似ている。
　あの時は、深く考えることはしなかったけれども……。
　そういえば、黒井がどうのと言っていた。
　浦和は黒井の恋人だった。そして、その関係は、今でも続いているようだった。
　……黒井と靜羅嬢の間に、何かあったのだろうか。
　そういえば、当時テロ事件があったようだけど、もしかすると、『藤蘿都』の仕業なのか？
　校舎を損壊させなければならない程の、大掛かりな仕掛けを講じなければならない程の何かが、その当時にあったのか？
　その頃、彼女は信じる者を失うような出来事に、辛い思いに遭遇したとでもいうのだろうか。
　総てに恵まれていた筈の、靜羅嬢の歴史……。
　……真実は決して一つではない。その真実をねじ曲げて迄、彼女も何かしらのために生きて来たというのだろうか。特殊神霊調査官となった僕のように……。
　いつしか椎名の心に、靜羅に対する深い感情と、慈しみの感情が芽生えて来た。
　それは、初めての経験だった。
　病気が悪化して以来、自らの感情に身を任せることを、敢えて避けてきた。
　そのことが、却ってその感情に拍車をかけていることに、まだ彼自身は気がついていない。
　ふと、彼の脳裏を過ったものがあった。
　『真実を、追求しなければならない』
　それは、インスピレーションのようなものだった。
　まだ、間に合うかも知れない。
　真実を、自分自身の真実を見つけることが出来るかも知れない。
　そのためには、何が必要なのか。時間や独学ではない、何か……。
　気がついた時、椎名は無意識的に携帯電話を手にしていた。
　一度も使うことのなかった番号をプッシュした彼の指先は、最後に開始ボタンを押した。
　受話口を耳に当てたならば、呼び出し音が単調なコールを繰り返し始めた。
『はい』
　受話器越しに聞こえる彼女の声は、幾分幼げだった。
「……椎名です。靜羅さんですか？」
　
　突然の、思い掛けない相手からの電話に、靜羅は戸惑った。
　加えて、ただならぬ雰囲気を察した彼女は、返す言葉を失った。
　だが、そのことに対して、相手方は気を悪くしたというような気配はない。
　安堵した靜羅は、微かに吐息を洩らした。
『ぶしつけで失礼します。一つ、お聞きしたいことがあって。
　……あなたにとっての『真実』とは、なんでしょうか？』
「真実……ですか？」
　突然の質問に、靜羅はますます困惑する。
『……たとえば、僕が特殊神霊調査官をしていなければ、僕達は出会うことはなかった……』
「でも、あなたはラッセル公爵ですもの。ラッセル公爵家と藤妃家は、親睦が深くて……」
『では、僕が公爵家の人間ではなかったら？』
「……それでも、何処かで出会っていたと思うわ。
　あなたはラッセル公爵として、私は藤妃家の人間として、たまたまとても近い所にいたのは事実だけれども。
　だからといって、それ以外の環境で出会うことがなかったと決めることは、とても難しいわ。
　出会いは偶然の産物だけど、その中から良きパートナーを見つけることは可能だと思うの」
『出会いは偶然の産物……』
「でもね、雅君。
　直接原因の因と、間接原因である縁との間に定められた出会いは、必然かも知れないわ。
　そんな強い縁があればの話。私達だって、今の立場を離れた世界に生まれて、全く別の人間だったとしても、必ず巡り逢うことが出来たと思う。
　だって、今の時代にここに産まれて生きて来たこと自体、既に奇跡だもの。
　ましてや私達は、出逢う筈のない所で出逢っただけでなく、友達として過ごしている訳でしょう？
　それは、この出会いが偶然の産物から必然の因縁に変わろうとしているから……ではないのかしら」
　何故、彼が突然このようなことを言い出したのか。詳しい事情迄は靜羅には解らない。
　一方の椎名は、必然の因縁という言葉に興味を持った。
『それは、あなたにとっての真実ではないのですか？』
「……いいえ、違うわ。
　私に取っての真実は、まだよく解らないけれども、常日頃から思考している事柄の一つではあるわね……。
　相手の意志を尊重して、辛い時には頼って貰えるような、持ちつ持たれつの関係でありたい……とは思っているけれども」
『……そう……』
「何かあったの？」
『え？』
「何だか、焦っているような気がするのだけど。
　私でよければ、相談に乗るわ……」
　椎名は、彼女の問いかけに小さく驚いた。
　焦り。……確かに、この世界に自身が存在していたという、確かな証を残しておかなければならないような焦りを感じている。
　２年前は、それが音楽だったけれども、今となってはそれも適わなくなっている。
　……何故今頃になって、こんなにも、この世界に執着しているのだろう。
　出来る限り、彼女に病気のことを伏せておきたい。少なくとも、自身の口から告白することだけは避けたい。北條には、始めから調べられていたこともあって、告白したけれども。
『……自分でもよく解らないんだ。
　いや，今迄認めたくなかった現実を、突きつけられたような感じがしている。
　人に限らず、生命を持つ者は、必ず死を迎える。それが早いか遅いかの違いはあるけれども、死は平等にある。それに対する、漠然とした不安に追い打ちをかけるような……』
「だから、生命は種の保存をしようとするのよね。
　それは確かに、利己遺伝子の思惑かも知れない。
　それでも私は、愛と祝福の元に生まれた命だと、信じていたいの。
　……両親は許婚同士だったの。立場上で後継者は必要だから、そこに恋愛感情があったかは解らないけれども、私達の両親は夫婦仲は良かったわ。
　もしも結婚するならば、そんな相手としたいものだわ」
　許婚という言葉に、椎名の胸はざわめいた。
　何故かは解らないけれども、それを認めたくないような、そんな感情が働いている。
『そうですよね。あなた達のような所だったら、そういう存在がいてもおかしくはない……』
「あ、私にはいないわよ。
　何かよく解らないけど、遼が、私には必要ないからって、決めていないの。
　でも……」
『でも？』
「……あなたにだけは打ち明けるけれども、実は私、恋愛恐怖症なの。
　友達の恋愛なのに、精神的に良くなかったのかしらね。今はもう付き合いはないのだけど、そのことがトラウマになっちゃったみたいで……」
　椎名には、『誰のこと？』と聞くことは出来なかった。
　解っていたからである。その友達とは、おそらく……。
　受話器越の椎名は、冷静に言葉を選んだ。
『いつか、誰かが癒してくれると思うよ。
　話が変わるかも知れないけれども、……何だか、君と話していると落ち着くんだ。
　不思議だね。何だか、ずっと昔からの知り合いみたいな……』
　椎名自身、不思議だと思っていたことは、何も靜羅のことだけではなかった。
　常に、何かしらの強迫観念を抱いて生きてきた。それは靜羅も同じらしい。
　それなのに、癒されているような感覚がしている。
　今迄、自身に対しては何らかの危険性を抱いていた。
　常に自身は追いつめられていた。他ならぬ、自分自身に。
　だが、それは本当は間違いではないか。やはり、自身は今ここに存在していることは、肯定されるべきではないか。麒邏神の思惑が絡んでいようとも、自身はここで今、なすべきことがあるのではなかろうか……。
「真実は、誰一人として同じものはないと思うの。それに気がつくか気がつかないかだけで。
　今の私に言えることは、自身の影に怯えないでほしいの。あなたはあなたのままで、ここにいてもいいということ。
　ありのままの、あなたの総てを受け入れてくれる人が、必ず何処かにいる筈だから」
『！』
「今はまだ出逢っていないかもしれない。出逢っているのに気がついていないのかも知れない。
　でも、きっと見つけてくれるわよ。
　その相手が、本当の意味であなたを救うことが出来るのであれば……」
　確信に満ちた口調。椎名の胸中を、一抹の不安が過ぎった。
『あなたにもいたのですか？　そんな人が……』
　何故かは解らない。この胸騒ぎは一体……。
「……解らないわ。でも、何も言わなくても手を差し延べてくれる人が、きっといる筈よ」
『総ては、神のみぞ知る、ですか』
「さあ。それも解らないわ。
　でも、今のあなたに必要なことは、人を信じることかしら？」
　一瞬、この家に盗聴器が仕掛けられているのではないか、とさえ思われてくる。
　だが、この場合は、……彼女の感性、洞察力の鋭さ、ということになるのだろうか。
『……何だか、君には隠し事が出来ないな……』
「！
　ごめんなさい。私、言ってはいけないことを言ってしまったのかしら」
『いや。それは、僕みたいに不器用な人間にとっては、とてもありがたいものなんだ。
　意志の疎通がしやすいというか、何というか……救われたような気がする』
　それは、靜羅の心にも一石を投じるものだった。
「本当に？　怖いとは思わないの？」
『どうして？』
「あ……どうしてって……見透かされているようでとか、思わない？」
『誰がそんなことを言ったの？
　君は、その洞察力の鋭さを誤解している。
　僕も、霊感とかが強いせいか、割と感受性が強くて。周囲の思惑に惑わされて、自分の心が解らなくなることがあるんだ。
　でも、そう言って貰えると、自分の心を再確認できる」
　靜羅には、理解出来ないことだった。
　今迄出逢ってきた人間を、この洞察力で、この感性で、どれほど傷つけてきたか。
　……その結果、幾人もの友を喪った。
　指摘したのは黒井だが、浦和にも並河にとっても、決して許されるものではないだろう。
　尤も、並河の場合は、それでも許してくれそうな無償の優しさがあった。
　自身の精神崩壊に一役買った感受性・洞察力を肯定したのは、彼が初めてだった。
「……初めて言われたわ。そんな……暖かい言葉。
　ありがとう。雅君」
『礼を言われる程のことではないよ。
　僕の方こそ、感謝しているよ。君みたいな人が、まだこの世の中に生きていてくれて……』
「大げさね。雅君」
　笑いながら、靜羅は彼が目の前にいないことを、内心では感謝していた。
　今、彼が目の前にいたら、きっと泣き出していただろう。
　幼子のように、大きな声を上げて、泣いてしまうだろう。
　……いつの頃からか、声を出して泣くということが出来なくなっていた。
　遠い昔、両親が事故死した時でさえ、声を上げて泣くことは出来なかった。
　それなのに、……今ならば、出来そうな気がする。
『今日はありがとう。
　又、遊びにおいで。櫻ちゃんと一緒に』
　彼としては、昼休みに鴻坂が矢萩に会いに行く時のことを言っているのだろう。
「うん。解ったわ」
『それじゃ、おやすみ』
「おやすみなさい」
　電源を切った靜羅と椎名。互いの心の内は、幾分晴れやかだった。
　
　
　
　　　　　第５章　　鋭利な音色
　
　
　翌日。早朝の海岸線を一台のミラージュが疾走していた。
　運転手は、栗色の髪を束ねた、20代前半の女性。
　彼女は、北条市の海岸線を東へと向かって車を走らせていた。
　
　１時間後。７時前。
　その車は、とあるコーポラスの前で止まった。
　車から降り立った女性は、１階の奥の部屋へと向かって歩き始めた。
　間もなくして、彼女は目的の部屋の前に立つと、インターホンを押した。
　ドアが開かれ、身支度の整った高校生が姿を現した。
「アーサー。北條さんと喧嘩でもしたの？」
　開口一番、その女性はそう述べると、室内に上がり込んだ。
「別に、そうじゃない。
　唯、今日は仕事があるから、迎えには来られないらしくて……」
「今日は昼からだって聞いてるけど？」
　僅かに、椎名の顔色が変わる。
　華鈴は、そんな椎名のささやかな嘘にも動じない。
「別にいいけどね。学校迄でしょ？」
「うん。で、クリスには何て？」
「ああ。彼女ならば、徹夜明けで寝てるわ。昼迄は何があっても起きないと思う」
　そう述べながら、華鈴は弟の用意した朝食を一瞥した。
「あら。作っていてくれたの？」
「せっかく来て貰ったのに、悪いから……」
「ありがとう！　一応パンはかじってきたんだけど、おなかがすいちゃっててねー」
　早速、椅子に腰掛けた華鈴は、彼の用意した朝食を食べ始めた。
　食事が終わり、彼が他の支度をしている間に、彼女は洗い物を済ませた。
　７時30分。
「さて、行きましょうか」
　バッグの中から車の鍵を取り出した華鈴は、彼と共にその部屋を出た。
　
　一方その頃。
　今治市内に、北條の姿があった。
　昨夜は、椎名が見せた不可解な言動が理解出来ず、彼の意志のままに実家に帰った。
　だが、彼の置かれている状況は決して安全ではない。今朝は見送りを兼ねて、護衛をしようと思ったのである。
　仕事も、午前中は兄がいる。往診の時間に間に合えばいいと判断した北條は、新居浜市から遠路はるばる、車を走らせてきたのである。
　到着予定時刻から、若干の遅れが生じた８時前。
　椎名の住むコーポラスの駐車場に車を止めた北條は、室内のカーテンが閉まっていることを不審に思いながら、部屋の前に来た。
　ピンポーン。
　応答なし。
　再度、インターホンを押してみる。だが、結果は同じ。
　ますます不審に思った北條は、合鍵を用いて中に入ったならば。
「！」
　いない。……何処にもいない。
　重度の発作を起こして救急車で運ばれたのだろうか、という不安が脳裏を過ぎる。
　だが、それならば、二人の姉のいずれかから、何らかの連絡がくるだろう。
　間もなくして、制服と鞄がないことに気がついた。
　既に通学していった？
　学校の始業時間に間に合うためには、バスで行くしかない。この時刻から察するに、決して不自然ではない。
　そのことが、北條の決断を鈍らせた。
　今日は仕事の都合で、昼には帰らなければならないことが、たまらなく悔しかった。
　その悔しさに、意識をかすめ取られてしまった彼は、まだ乾ききっていない二人分の食器の存在に気がつくことはなかった。
　それでも、彼は紳士だった。
　電話の側に置かれたメモ用紙を一枚破り取ると、昨夜の不可解な言動に対する問いと、今日の予定等をしたためた。
　伝言メモを台所のテーブルの上に置くと、何事もなかったかのように部屋を出た。
　それから、静かに玄関に鍵をかけた。
　靴音が、コンクリートの渡り廊下に響き渡る。
　間もなくして、彼はその場所からも姿を消した。
　その室内に、来訪の余韻、ジャズ・プレステージの僅かな残り香を残して。
　
　音楽室には、その日も自主練をしている面々が集っていた。
　その中に、珍しくも椎名の姿があった。
　だが、その手に楽器はない。その代わりに、シャープペンシルが握られていた。
「椎名。何やってんの？」
　後からやってきた矢萩の質問に、椎名は俯いたまま答える。
「ん、ちょっとね……。靜羅ちゃんのレッスンの課題」
　その内容に、矢萩は感銘した。
「さすがは天才サクソフォニスト君。作曲も出来るんだ」
「そんな大したものじゃないよ。
　苦手分野の克服には、この方法がいいかと思って……」
　五線譜を押さえる左手が、微かに震えている。
「……ところでさ、椎名」
「何？」
「訳有りのようだが、何かあったのか？」
　僅かな緊張感に気がつかない矢萩ではない。
　そんなめざとい質問にも、椎名は俯いたまま。
「別に。靜羅ちゃんとはね」
　トラブルはない。ただ、昨夜のやりとりは、誰にも知られたくはなかった。
　何故だか、彼女もそうあってほしいと願っている自身がいた。
「じゃあ、北條さんだろう」
　一瞬、音符を形作っていた指先が止まった。
「図星だな」
「そういえば、野島……清香さんが、僕の隣に引っ越してきていたんだよ。
　偶然かどうかは解らないけれども、昨日そのことを知ってね。
　そうはいってみても、今のところトラブルは発生していないけど」
　いつになく、椎名は饒舌になっていた。
　昨夜舐める程度に飲んだブランデーが、まだ効いているのかも知れない。
　そう思いながら彼は、再度、譜面に向かう。
「親しき仲にも礼儀あり、っていうだろう？
　あんまりいじめてあげるなよ。野島のことを気にしているんだったら、あれは単なる……」
「別に、そんなんじゃないよ。
　彼が何処で誰と食事をしていようと、誰を招こうと、それは彼の勝手だ」
「……正論だな。椎名」
「当然だ」
「……それにしても、20歳の大人のすることとは、どーも思いがたいんだが」
　20歳、という言葉に、椎名の双眸が微かな色を放った。
「……矢萩」
「ん？」
「何故それを知っている？」
　声を潜める。
　この学校には、情報操作をして潜入した。靜羅以外、素性を知る者はいない筈である。
　矢萩は無言で、上着の内ポケットの中から、雑誌の切り抜きらしいものを取りだした。
「……これ、お前のことだろう？　松山城東高校３年、アーサー＝ラッセル……ってのは」
　それは、音楽雑誌の記事のようだった。某コンクールでの受賞者のことが掲載されている。
　その中に、サクソフォーン部門で第一位を獲得した、２年半前の自身がいた。
「昨日、本の整理をしていて見つけた。
　何の気なしに見ていたら、どこかで聞いたことのあるような名前だったから。
　それでも、最初は解らなかったんだ。この記事を読み返す迄は……」
　そこには、自身の演奏を高く評価する内容が書かれてあった。
　賞賛の中で、自身はその時の演奏を最後に、音楽会から姿を消した。
　県大会と定期演奏会への参加を諦める代わりに、どうしても果たしておきたかった、『夢』を叶えるために……。
　靜羅と再会した時、久しぶりに触れた楽器で演奏していたのは、『チャール・ダーシュ』。
　演奏家としての自身に別れを告げた、あの夏の日のことは今でも鮮明に覚えている。
「俺は別に、お前が高校生をしている理由を聞くつもりはない。
　このことは、靜羅ちゃんにも櫻にも、当然部員達にも話するつもりはない。
　だけどな、椎名。俺が言いたいのは、お前は俺達よりは大人なんだろうから、もう少し……物事を柔軟に考えられないか？　ということなんだよ。
　何かお前を見てると、……何て言うのかな、死に急ぐ老人のように見えちまうんだよな」
　死に急ぐ老人という言葉に、少なからず心当たりのある椎名は、返す言葉を失った。
「それと、北條さんとも、ちゃんと話し合うべきだよ。
　今朝、お前の所に向かっていたみたいだったぞ。信号待ちですれ違っただけだから、確信は持てないけど」
　今日は昼から仕事の筈なのに、わざわざ送迎のためだけに、今治くんだり迄？
「……解った。後で電話でもしてみるよ」
　矢萩の真意は掴めない。その場は、仕方なくそう答えてみる。
　だが、それを行うかどうかは自身が決めることだと、椎名は割り切っていた。
　
　午前８時20分。
　予鈴10分前。野島は自身のクラスに姿を現した。
　どうやら、最近はまじめに登校しているらしい。
　転入したばかりの頃は、１週間程、体調不良という理由で欠席をしていた。
　だが、今ではすっかりクラスに溶け込み、仲の良い友人も沢山出来つつあった。
　元々の順応性に加えて、彼女の溌剌とした態度に、クラスメイト達も親しみを覚えたようである。
　その日も彼女は、友達の集まっている場所へと足を運んだ。
　もっぱら、彼女達の話題は好きな芸能人の話だとか、コスメ関係の情報交換のようなものだった。最近では、インターネットやE-mailといった、新しい情報交換の場が広がっており、そこで得てきた様々な情報も話し合われていた。
　かと思えば、他のグループでは、同じコスメ関係の話題でも、論じることが異なっていた。
「この間のシャンプー、いかがでした？」
「ええ。さすが有名美容室御用達メーカーの製品なだけあって、ご覧になって。この髪……。
　でも、市販品にしては少し高めかしら」
「市販のものでも、高品質のものはありますわ。
　要は、本人の髪質にあったものであれば……よろしいのではなくて？」
　そんな一陣を横目に、野島は、親しくなった一グループへと足を運んだ。
「おはよう」
「あ、野島さん。おはよう」
　丸顔で、ふくよかな印象を与える小林華子は、クラスの人気者だった。
「前々から気になっていたんだけど、彼女、……親しい人はいないの？」
　野島が目線をやったのは、窓際の席でぼんやりと外を眺めていた一生徒。
「ああ、有沢結花さんね。
　よくは知らないのだけど、複雑な家庭に育ったらしいわ。
　そのせいか、人付き合いが巧くないみたい。
　この学校はいじめはないからいいけれども、他校だったら、学校をやめているかもね」
「こんな高級志向学校にも、そんな子が……」
「頭はいいらしいの。それに、この学園には奨学生制度もあるから。
　でも、靜羅様の鶴の一声で、高級志向も徐々に解体されつつあるけれども……」
　こんな身近なところで、靜羅嬢の名が出てくるとは。
　やはり、彼女の存在はそれ程迄に大きいのか。
　野島は、一応転校生という立場を利用して、さりげなく聞いてみる。
「靜羅様って、名誉理事長の？」
「そうよ。同じ高等科でも２学年上だから、そうお会いする機会はないけれども。
　吹奏楽部に在籍なさっていらっしゃるから、今度の定期演奏会にはお出ましになる筈よ」
　話の内容から察するに、ここでも靜羅嬢は、れっきとした令嬢として振る舞っていることが窺える。
　……本題を。
「ここでの靜羅様は、どんな御方なのかしら？
　やはり、公の場所に出られているときのような……」
　その言葉に、小林は首を大きく横に振った。
「それがね、違うらしいのよ。
　クラスメイトや部員の方とは、とても自然体でお話しされているらしいわよ。ＴＰＯに合わせていらっしゃるのでしょうね。相手の方へのお心配りなのかも知れないわ。
　私には無理だけど、靜羅様のようなお嬢様になりたいとは思うもの」
「靜羅様のようなお嬢様？」
「ええ。あの気品、物腰、優れた教養……。まさしく、レディですもの。
　時代が時代ならば、……それこそ、雲の上のお人だったでしょうね」
　瞳を輝かせる小林。それを視界に含みながら野島は、有沢の方をもう一度見やる。
　……なんなのかしら。あの、雰囲気……。
「そういえば、有沢さんが吹奏楽部に入部したらしいから、彼女に聞けばいいかも……」
　会話を遮るように、校舎中に予鈴が鳴り響いた。
　その段階で、生徒達は既に席へ着き始める。
　それらは、学園創立当初からの教育方針に則った行動であるという。
　初日から、様々なカリキュラムや校則、校訓等を教えられた。
　それに対して、野篁自身としての感想は、今時の日本の学校とはこのようなものなのか、と思った。
　実を言うと、半年前の交通事故で重体となった際、偶然にも僧伽・野篁としての記憶が呼び覚まされたのである。
　それからどうにか回復した彼女は、迷うことなく、復帰先に神郷学園を選んだ。
　野篁自身からすれば、住吉学院には籍しか置いていなかったような状態だった。
　席に着いた彼女は、有沢の方をそっと見やる。
　靜羅嬢の在籍する吹奏楽部への中途入部。
　『靜羅嬢への憧れ』ならば、何もこんな中途半端な時期に、単独乗り込むわけがない。
　ましてや、彼女は間もなく引退する。
　これは、調べてみる価値があるかも知れない。
　
　有沢に興味を持った野島は、早速、彼女のことを調べることにした。
　その手段として、彼女が選択した方法は……。
　
　昼休み。
　公衆電話の前で、名刺を片手に苛立ち気味の彼女の姿があった、
　彼女に与えられた時間は、そう多くはない。 
　数回のコール音の後に、相手はようやく受話器をあげた。
『はい。北條です』
　女性の声。一瞬、電話番号を間違えたのかと、名刺を確認する。
「……あの、そちらは北條動物病院ではないのでしょうか？」
『申し訳ありません。こちらは自宅になりますの。
　病院の方におつなぎ致しましょうか？』
　よく見ると、微妙に末尾の番号が違っている。
「……あ、いいえ。お気遣いなく。
　野島といいますけれども、靖幸さんはご在宅でしょうか？」
『ええ。少々お待ちくださいませ』
　再び、保留音に待たされる。
　一番に、先程の女性のことを尋ねてみることにした。
　間もなくして。
『はい、お電話代わりました』
「さっきの人、誰？」
　その一言で、彼には、何処の『野島さん』か解ったらしい。
『……兄嫁だ。
　で、何の用だ？　今日は兄がいないから忙しいんだ』
「浮気しているのかと思っちゃった。なあんだ。でも、つまみ食いしてそう」
『お前じゃないんだ。
　用件は何だ？』
「用件？　ああ、貴重な情報よ。
　調べて貰いたい人がいるんだけどー」
『自分でしろ』
　素っ気ない即答にも、野島は決して負けはしない。
「愛しの公爵様に関わることよー？
　ターゲットは、有沢結花。神郷学園高等科の１年」
『素行調査ならば、おまえがやれ』
「彼女、靜羅嬢に敵意を持っているみたいよ。
　あなたの大事な公爵様を失いたくなければ、調べてみる価値あり、かもよ」
『……どういう意味だ？』
　声が僅かに低くなる。
　野島は、固い公衆電話のコードを弄びながら、話を続けた。
「その子ねー、つい最近、吹奏楽部に入部したらしいの。
　それも、サックスパートにね。
　そこって、靜羅嬢はもちろんだけど、公爵もいるんでしょ？
　知っているかと思うんだけどー、少し前に、この学校で文化祭があったらしいのねー。
　公爵、狙われているかも」
『……どういう意味だ？』
「あの手のタイプは、ある意味で要注意よ。一途な感じだから。
　靜羅嬢には、私から警告しておくわ。だから、あなたは公爵を見張っていてね。
　どう？　貴重な情報をありがとう、っていう気になった？」
　妖しい微笑は、間もなくして消え失せることとなる。
『……交換条件は？』
　北條からの返答に、思わず憮然とする野島。
「そんなものないわよ。
　何？　私が何かしてほしさに、情報提供したとでもいうの？
　……まあ、そこまで言うのであれば、公爵と仲直りしてみせてよ」
『どういう意味だ？』
「さっきからそればっかりね。意味なんて特にないわよ。
　それよりも、どうなの？　やるの？　やらないの？」
『……』
「いずれにしても、仲直りはしておくべきね。
　でないと、麒邏様を捜し出すこと、不可能になるんじゃなくって？
　彼がいないと、意味がないんでしょうから」
『……解った』
　そこまで言われては、もはや頷くしかない。
「交渉成立ね。じゃあね、頑張ってねー」
　受話器を置いた野島は、残り度数僅かのカードを持って、一人微笑していた。
　そんな彼女の様子を、物陰からとても冷徹な視線で見つめている存在に、気がつきもしないで……。
　
　３年１組のクラス内。
　鴻坂と堤、靜羅の３人で、和気あいあいと談話していた最中に、彼女はやってきた。
「靜羅嬢。お時間よろしいかしら？」
　野島の姿に、鴻坂がいち早く反応した。
「あなた、今度は何しに来たの？」
　鴻坂の気丈な態度にも、野島は決して物怖じしない。
「靜羅嬢にお話ししたいことがあります。
　何でしたら、堤さんもご一緒に……」
「ちょっ、私はのけ者なの？」
　彼女は、藤妃財閥の裏の顔を知っている。堤のことも。
「……解りました。
　参りますわ」
「靜羅？」
「大丈夫よ、櫻」
　そう言い残して、彼女は野島の所へ。
　その後を、堤も控えめについて行った。
　
　廊下の角で足を止めた野島は、その時、初めて後ろを振り向いた。
　靜羅と堤、そして野島。
　３人しかいないにも関わらず、息が詰まるような空気の密度を互いに感じながら。
「野篁様。彼女達は何も知らないのです。
　堤が私の護衛官だということも、裏世界のことも、なに一つ」
　その言葉で、野島も察するものがあったらしい。
「……了解致しましたわ。靜羅嬢」
「それで、お話とは？」
　堤が先手を打つ。
「ことと次第によっては……」
　堤の心構えに、野島は小さく微笑した。
「御存知のように、現象界での主は、藤宮とその一族。
　当然ながら、護衛官殿と同様、藤宮一族を御護り致す所存です。
　しかしながら、あなた方を狙う輩が、身近に潜んでいるかも知れません。
　そこで、情報を差し上げたいと思いまして」
「？」
「先日、吹奏楽部に入部した、有沢結花を調べてみてください。
　彼女、ラッセル公爵に対して、何らかのアプローチを仕掛けてくるかも知れません」
「……と、言いますと？」
「あくまでも推測ですが、恋愛感情を抱いているかも。
　それと、もう一つ、不審な影がちらついていたので」
「不審な影？」
「よくは解りませんが……おそらく、生き霊の類かと」
「生き霊……ですか。
　解りました。『藤蘿都』で調べさせてみましょう。堤……」
　靜羅の発言に対して、堤は「御意に」と答える。
「……一つ、お伺いしてもよろしいですか？」
　野島の質問に、靜羅は微かに首を傾げた。
「公爵は、椎名雅春という名前でこの学校に潜入しているようですが、何故実名ではないのでしょうか？」
　その答えは、堤が述べた。
「決して、偽名ではありません。
　彼はハーフですから、英日両方の名前を持っていらっしゃるようです。
　日本名を名乗る理由は、部外者に経歴が悟られてしまうからでしょう。
　実際の所、彼は20歳です。そのような彼が、何故高校生として潜入してきたのかについては、現在調査中です。
　このことは、他言無用で御願い致します。
　漏洩されたならば、たとえあなた様が野篁様であったとしても、……御命頂戴致します」
　真剣な眼差しに、野島は動じることはない。
「公爵のバックには、北條靖幸なる獣医がいる筈。
　彼のことを、もっと入念にお調べになったらいかがでしょう？」
「……何故？」
「彼らは、特殊神霊調査官を名乗っているはず。
　そのことを、もっと重くみた方がよろしいかと」
「……解りました」
「では、失礼致しますわ」
　軽く一礼をして、浦和はその場を立ち去った。
　それを見送る二人の前を、一筋の風が吹き抜ける。
　だが、その場から立ち去った人物は、決して彼女だけではなかった。
　
　部活動の時間帯。
　珍しく顔を出した椎名は、新入部員の姿を認めた。
「あ、雅君は初対面だったわね。
　こちら、１年の有沢結花さん。
　高文連には間に合わないけど、定演には出て貰いたいから指導の方、お願いね」
「初めまして。有沢です」
「椎名です。彼女のレッスンの合間に、講師として演奏指導をしています」
　椎名の鳶色の瞳が、微かに揺れる。
　何かしら、異質な気配を感じ取った時に見せる、無意識的な防御。
　その意味を、靜羅は気がついていない。
「何処迄教えたの？」
「運指と基礎的なこと。一応、彼女には定演の曲を渡してはいるけど」
「セカンド？」
「サックスは初心者だから……」
　そのやりとりを見ていた有沢の目に、その姿はどう映っているのか。
「他に楽器の経験は？」
　問われて、有沢は緊張を隠せない面持ちで答える。
「ピアノをしています。でも、このような楽器は初心者です」
「でも、音楽に対する基礎は出来ているようだから、後は指をスムーズに動かす練習だろうか。
　ひとまず基礎練からだ。演奏指導は、それから。
　靜羅ちゃん。君の練習は何処迄進んだ？」
「一応、あなたに言われたところ迄は……」
「じゃあ、ひとまず彼女の面倒を見るから、それまで注意点をおさらいしててくれないかな」
「ええ」
「じゃあ、有沢さん。
　基礎練を始めましょうか。それから、君の演奏を聴いて指示します」
「はい。お願いします」
　深々と頭を下げた有沢の態度に、靜羅の隣の堤は訝しげに首を傾げた。
「……気になりますわ。あの子……」
「解るの？　堤にも……」
「ええ。内密に調べてみます」
「お願いね、遼には内緒にしておくから」
　結果、こちらも交渉成立、というところだろうか。
　
「……うん。悪くはないが。
　只、音の出し方が弱いような気がする。腰とか胃とか、大丈夫？」
　有沢の華奢な体つきを指摘する椎名。彼から見ても、彼女はどこか儚げであった。
「特に悪いということはありませんが……」
　椎名の視線を意識して、声がか細くなる有沢。
「……腹筋を１日10回以上してごらん。だいぶん変わると思うよ。
　腹式呼吸が大事だから。肺呼吸だと肋間神経や肺を痛めることがあるから」
「はい」
「あとね……顎の所、筋肉に変な力が入っている。
　ちょこんと乗せているような感じで、顎にしわが寄らないように、気になったら鏡で見るといい。
　指の動きもいいけど、時々きちんと押さえきれない時があるね。きちんと閉じておかないと空気が漏れるから、どんなに速いテンポでも力を抜かないように。
　最後に、……口の中。切れて痛いだろうけれども、慣れればそれも苦にならなくなるから、きちんとマウスピースをくわえること。
　じゃあ、曲は……これとこれとこれを聴かせて貰いましょう」
　そう述べた彼は、クラシック系、ポップス系、クリスマスソングのタイトルを告げた。
　テンポも、スローからアップテンポのものを。
　ある程度の速度とテンポを保ちつつ、リズム感や表現の仕方を把握するには十分だった。
「別に失敗してもいいから、やれるところだけやってみて……」
　対する有沢は、いささか負けず嫌いの傾向があるらしい。
　曲の感じやテンポは掴んでいた。
　そのため、間違えるのは運指程度で、テンポには殆ど狂いはなかった。
　その総てを演奏し終わった彼女は、少し疲れたような面持ちで、椎名を見つめた。
「……」
「……仕組み的には、吹奏楽も管弦楽団と同じようなものだよ。
　高音から低音迄の幅広い音域を、それぞれの楽器が担当している。
　その演奏も数人で担っていることには、変わりない。
　当然、音楽の中の一つの音域として、周囲の音の雰囲気に溶け込まなくてはならない。
　メトロノームとのテンポも大事だし、それはほぼ守れているから、まあ……合格。
　でも、実際には、指揮者に合わせなければならない。演奏は、指揮者の感情一つで変化する。テンポや表現が微妙に変わるのは、当たり前だと思っていればいい。
　つまり、楽譜に書かれていることを忠実に再現することが、決して正しいとは言い切れない。
　吹奏楽は団体競技だ。参加することに意義があるということを、大事に考えてほしい」
「……」
「楽器は、学校の物かい？」
「はい」
　椎名は、ネックに書かれたメーカーのマークを一瞥する。
「セルマ……か。指の幅がやや広めだけど、特に問題はなさそうだね。
　これは一流メーカーの楽器だけど、その楽器の良さを引き出すのは、演奏者だ。
　もしも君がサックスに興味を持って、新しく楽器を買おうと思うのならば、自身に見合ったものを選ぶのも大事だ。
　藤妃さんは、元西ドイツ製のカイルベルスだ。彼女の体つきには良く合っていると思う。
　君もこの楽器に慣れてきたら、音色が微妙に異なっていることに気がつくだろう。
　その理由にしても、楽器メーカーが違うからということではなくて、彼女の音色が個性を持っているからだよ。
　ソプラノは、国内のサックスメーカーとしては有名な柳澤だけど、それも同じことが言える。
　崎山さんはセルマだが、彼女と微妙に異なるのは靜羅さんの個性だ。
　君には、君にしか出せない音がある。
　それを見つけて、初めてサックスの魅力を知ることだろう」
　膝の上で指を絡めた椎名の仕草は、さりげなくも、無駄がない。
「……先輩は、楽器メーカーで演奏の優越を決めてはいけない、といいたいのですね」
「それもある。
　でも大事なのは、その楽器とのコンビネーションと、コミュニケーションだと考えている。
　この楽器は人見知りをしない方だから、君が親しく接していれば、それなりに応えてくれるだろう」
「はい……」
「じゃあ、彼女を見てくるから。
　今言ったことを常に意識して、練習して下さい」
　立ち上がった彼は、靜羅の元へと歩み寄る。
　有沢は再び練習を始めるものの、彼らの様子が気になって仕方がない。
「お待たせ。さあて、お手合わせ願いましょうか」
　そう述べながら、椎名は楽器ケースに手を伸ばした。
「あら？　珍しい。
　模範演技でもしてくれるの？」
「……というか、手本程度の指導はしないとね」
　そう述べながら準備をする椎名の様子を、靜羅はじっと見つめていた。
「？　何？」
「意外と、厳しいところがあるのね」
「？」
「余り新入部員をいじめないでね。
　それでなくても、彼女、華奢そうなんだから」
「……」
「椎名様。私もそう思いましたわ。何故に……」
　横で練習していた堤も、口を挟む。
「……彼女、楽器を演奏したくて入部した訳じゃなさそうだから。
　ちょっとばかり、探りを入れてみただけだよ」
　小声で話す椎名に、堤は微かに頷いた。
「やはり、そう思われましたか」
「うん。彼女のことを調べてみて貰えないかな。
　僕達は顔が割れているから、余り探りが入れられないから」
「北條さんは？」
「最近、病院の方が忙しいらしくて、なかなか時間が取れないらしいんだ……」
「解ったわ。堤……」
「かしこまりました」
　内心、堤はこの事態を重く見ていた。
　野島も椎名も、彼女のことを訝しく思っている。
　野島は、椎名にアプローチを仕掛けることと、生き霊の気配を懸念していた。
　椎名は椎名で、彼女が吹奏楽部に入部してきた、本当の理由が知りたいという。
　これは一体どういうことなのだろう。
「早苗さん。それじゃあ、彼と一緒に練習しましょうか」
「ええ……」
「解らないことは今の内に解決しておかなければ、後々大変なことになるものね」
　それは、靜羅の暗喩だった。
「そうですね、靜羅さん」
　その言葉の意味を把握した堤は、話を合わせる。
　そんな二人のやりとりに、椎名も安堵した。
　『藤源郷の輪廻神話』や『藤蘿都』の内部組織のことではないから、彼女達も情報提供してくれるだろう。
　それを見込んで、椎名は、敢えて有沢との会話に時間を取ったのである。
　
　その結果は、高文連の総合文化祭の前日に、堤から伝達されることとなる。
　
　
　　　　　第６章　　策略めいた羨望
　
　
　総合文化祭当日。
　靜羅と堤、椎名以外の部員は全員、学園専用のバスで愛媛県民文化会館へ向かった。
　堤に関しては、乗り物酔いが酷く、バスでの移動は困難を極めることを説明してある。
　靜羅の別邸の近所ということで、靜羅が一緒に連れていくことの理由付けとしていた。
　椎名は、公式大会には参加しない。
　そのため、部員のいない間、有沢の面倒を見ることになった。
　彼は、会場で合流することを条件として提示した。
　母校の吹奏楽部員の中には、自身を知る後輩はいない。
　それでも彼には、皆と一緒に行けない理由があった。
　……部員の前で、心臓発作を起こさないため。
　加えて、華鈴を伴うことで、部員がいない間に有沢と二人きりになるのを避けるためである。
　
　昨日。練習中に、椎名の携帯電話が鳴った。
　そのことに気がついたのは、靜羅の方が先だった。
「電話……」
「ん？」
「……雅君のじゃないの？」
　その時になって初めて、彼は、着信音が鳴っていることに気がついた。
「あ……うん。
　ちょっと失礼するよ」
　席を外した椎名は、電話の開始ボタンを押しながら、一旦廊下に出た。
　電話は、華鈴からのものだった。
「何？　ティーナ」
『今日の夜ねー出られそうにないの。
　北條さんとは……まだ喧嘩しているの？』
「喧嘩なんてしてないよ。ちょっと……」
「まだ冷戦状態が続いているのねー。
　どうする？』
「うーん、困ったなあ……」
『タクシーで帰る？』
「うん。仕方ない。そうするよ。
　じゃあ、又……」
　終了ボタンを押した椎名は、ほう、とため息をつく。
　前もって薬を飲むことで、発作を予防するという手段もある。
　だが、確実に起こるであろう事柄ではない限り、服用を避けている。
　車で帰るのであれば、仮に発作が起きたとしても、周囲の乗客に迷惑をかけることはない。
　そのため、北條が運転手をかって出たのである。
　基本的には、時間の融通が利くようにしてある。
　余程のことがない限り、姉に依頼することはない。ましてや、今朝のように突然迎えを呼ぶようなことは、殆どない。
「電話……どなた？」
　靜羅の問いかけに、椎名は「ティーナからだよ」と答えた。
「実は、迎えに来て貰うことになっていたんだけど、都合が悪くなったらしくて。
　僕はバスが苦手でね、……乗り物酔いが酷いんだ。
　だからタクシーで帰ろうかな、と……」
「だったら一緒に帰る？
　定刻に来て貰っているから、それでも良ければの話だけど」
「迷惑じゃない？」
「大丈夫よ。それに、色々な特殊仕様に加えて、マスコミ対策も万全にしてあるから」
　その様子を遠くから見つめていた後輩達は、二人の姿とその関係を微笑ましいもの、と認識していた。
　椎名の正体を知らない他の部員達には、二人のロマンスに対する危惧の念があった。
　だが、自身達が沈黙していればいいのだからと、余り邪魔をしないように気を配っていた。
　そんな部員達の中に、有沢の姿もあった。
「あの御二人、交際していらっしゃるのかしら？」
　彼女は、横で練習を見ていた崎山に、問いかけてみたならば。
「解らないけれども、いい雰囲気ではあると思うわ。
　仮の話、御二人が交際していたとしても、他言無用よ。
　藤妃先輩と椎名先輩のことですもの。色々とわきまえていらっしゃるだろうから……。
　さ……練習練習。大変だろうけど、定期演奏会は、あなたにも参加して貰うからねー」
「でも、まだ初心者で。みなさんの足を引っ張るのでは……」
「大丈夫よ。フォロー位任せておいて！
　あなたは何も気にせず、自分の出来る範囲を、精一杯こなしてくれればいいから」
　人のいい崎山の口調に、有沢は小さく返答をした。
　藤妃先輩といい崎山先輩といい、どうしてみんな、こんなに自信家でいられるのだろう。
　演奏に関すること以外でも、彼女達は輝いて見える。
　その自信は、一体どこからくるのだろう。
　有沢は、椎名と靜羅の和気あいあいとした光景を横目で見ながら、入部後、初めて彼が部活動に顔を出した時のことを思い返していた。
　決して褒めはしなかったけれども、それが却って起爆剤となったような気がする。
　先輩を見習って、上手になって褒めて貰おう、と。
　実を言うと、入部したのには、サックスへの憧れとは異なるものがあった。
　彼のことを少しでも知りたい、少しでも側にいたいという感情が働いていた。
　そのためには、入部して同じパートに入って、彼に指導して貰おうと思ったのである。
　３年生だから、後２ヶ月。この２ヶ月間が勝負だと、有沢は自身に言い聞かせていた。
　だが、彼が練習に参加したのはこの間の火曜日だけで、しばらくは顔を出さなかった。
　今日は今日で、靜羅達にかかりきりで、自身の方は見向きもしない。
　それでも有沢は、くじけなかった。
　彼の言葉の意味を会得することが出来たならば、彼との距離が縮まるのではないか、と。
『君には、君にしか出せない音がある。
　それを見つけたとき、初めて、サックスの魅力を知ることだろう』
　部活動が終わる頃、靜羅のレッスンを終えた後に、再度歩み寄って来た時の彼の言葉。
『慣れる迄は大変だろうけれども、この楽器は、君の心の表現者だと思ってみればいい。
　努力を惜しまないでいたら、いつか必ず、君にしかできない演奏が出来るようになるから。
　楽器と心が通じ合うっていうのは、とても喜ばしいものだからね』
　その言葉を聞いて、初めて、楽器を演奏するということの意味に気がついた。
　ピアノは、半ば強制的に教えられた。楽しいと思ったことは、なかった。
　そのため、余り努力をせず、無機質な演奏をしていたように思う。
　だが、この楽器は違うという。
　その言葉の意味は、有沢にも解っていた。
　確かに、よく耳を澄ませて聴いていたならば、一人一人、微妙に音が違う。
　それは、彼女達の個性のみならず、これらの楽器が作音楽器であることの裏付けともいえる。
　タンポを押せば鳴るのではない。息を吹き込めば、総ての音域で正確な音が出るのではない。
　総てが手作りなのである。
　とにかく、これを機会に、私は生まれ変わろう。
　好きなものは好きと言える自分になろう。
　そうして、きっと彼を振り向かせてみせる。
　
　部活終了後。
　一旦音楽室に集まった部員一同は、翌日の総合文化祭の予定表を配布された。
　その後、詳しい注意事項を聞いた後、部員達は帰路に就いた。
「靜羅。明日も車で？」
　不安げな鴻坂と、その横に佇む矢萩。
「うん。遼と一緒に会場入りする。開演１時間前には、合流できるようにするから」
　靜羅は、その社会的地位から、団体行動を共にすることは滅多にない。修学旅行は別として、大会等では遼と一緒に行動していた。
　当然、堤も同席しているのだが。
「じゃあ、明日ね。一足早く行っているからね」
「解ったわ。又連絡するから、迎えに来てね」
　その時の状況に応じて、現在位置は異なる。そんな時、彼女達は携帯電話で連絡を取り合う。
　連絡を受けた鴻坂と矢萩が、部員代表として靜羅と堤を迎えに行くのである。
「それじゃ、僕は客席から見ているから、頑張って」
「うん。又明日ね」
　鴻坂と矢萩は、駐車場へと消えていく３人を見送った。
　
　駐車場にて。
「お待ちしておりました。靜羅様。堤様」
「お疲れ様です。
　先だって連絡したとおり、ラッセル公爵も同席します。
　先に公爵を送るように……」
「かしこまりました」
　一礼をした初老の運転手は、後部座席のドアを開くと、
「どうぞ、お乗り下さいませ」
「先にどうぞ。雅君」
　その言葉に、「失礼します」と述べた椎名は、先に乗り込む。
「靜羅お嬢様。どうぞ……」
「ええ……」
　次に彼は助手席のドアを開いては、堤を乗せる。
　最後のドアを閉めた運転手は、丁寧なハンドルさばきで、学園を後にした。
　その光景を、有沢が眺めていたことにも気がつかずに……。
　
　車が発進するなり、靜羅が口を開いた。
「時間がないから、手短に話すわね。
　私からも有沢結花さんについて、調査報告をしておきたかったの」
　言葉遣いはいつもと変わらないが、その雰囲気は、いつものそれとは微妙に異なっていた。
　それこそが、『藤蘿都』の副総帥である靜羅嬢なのかも知れない。
　椎名はそう思いながら、話を聞くことにした。
「こちらに、詳しい報告書があるのだけど……」
　彼女が取り出したそれは、１通の茶封筒だった。
「それは、プロフィールや家庭環境を調べた程度のものだから、余り役には立たないかも知れないけれども」
「うん」
　受け取った椎名は、それを開封して、中身を読み始めた。
「……雅君。明日、彼女と一緒に客席で見るのでしょう？
　誰か、一緒について貰えるように……お姉さん達に頼めないかしら？」
「？」
　膝の上に置かれた靜羅の指先が、微かに動いた。
「確かに、彼女には気をつけた方がいいかも知れない。
　ああいうタイプって、あなたには扱いきれないと思うの。
　私が見た限りでも異質な気配を感じるし、それは堤も同意見だって言うから」
　その言葉に、椎名は資料を読む手を止めた。
　間もなくして、彼は少し座席シートに凭れながら、ため息をもらした。
「……僕も、それは感じていた。
　だから、敢えて遠ざけようとして思ったままのことを……」
　頷く靜羅。
「でも、それは逆効果だったみたいよ。
　彼女、あれから居残り練習しているらしいわ。
　定演迄後１ヶ月位だから、あれだけの曲数をこなすのには猛練習が必要なんだろうけれどね」
　あくまでも肯定的な靜羅に対して、椎名は、そうは思えない原因を口にした。
「……彼女は、音楽を愛してはいない。むしろ、憎んでいると思うよ。
　そんな人に、あのサックスが心を開くとは思えない……」
「その根拠は？」
　靜羅は、サックスという楽器を擬人化する程に愛している人物が、そう思った理由を知りたかった。
「音の感じでだいたい解る。
　彼女、ピアノでやってから曲に入っている。サックスを演奏しているのではなく、ピアノで得た情報をサックスに伝達している。そこに、彼女の感情は介在していない。
　そのピアノは上手だったとしても、無機質的な音になっているだろう。テクニックで隠しているのかも知れないけれども、ピアニストを目指すのでないのならば、別に問題はないと思う。
　サックスを演奏したくて入部したのでもなさそうだし、どういう理由で入ったんだろう？」
「その辺のことは、矢萩君に聞けばいいわ。新入部員のご対面に呼び出されたから」
「それにしても、あの気配は何なんだろう……」
　野島が、生き霊の類ではないかといっていた、気配のことだろうか。
　靜羅はそう思ったものの、それを口には出さないでいた。
「私には解らないけど、何か感じているものがあるの？」
「うん……。まだ完全には憑依していない、みたいなものを」
　彼女に憑依していないのに感じるという、異質な気配。
「まあ、資料を読んでから、ようく考えてみるよ」
「いずれにしても、一人でいるのは危険かも知れないわ。
　一応、『藤蘿都』の方でも、身辺警護をさせてみるわ」
「うん……。
　前々から思っていたんだけど、君達は、どうしてそんなに僕のことを護ってくれようとしているのかな……」
「御家騒動は終わったのに、ということ？」
「まあね」
「……遼の意向なの。
　あなたが特殊神霊調査官をしている限り、続けていくつもりみたい。
　あなただって、色々な所で、知らず知らずの内に敵を作っているかも知れないでしょ？
　だから彼は、あなたのことを心配しているのだと思う」
「何も聞かされてはいないのかい？」
　彼女にも、心臓病のことを知られているのか？
「ええ。ああ見えて秘密主義だから。
　その件については、それと解らないように警備させるわ。うちのは超一流のプロだから」
　靜羅の唇からこぼれた笑みが、微かに憂いていたことを椎名は気がついていた。
　彼女は、何も知らないのだろう。そのようなことは、もはや無意味だということを。
　藤妃氏は、知っていてそうしているのかも知れない。そこに何らかの策略もあるだろう。
　椎名の疑念は、靜羅にではなく遼の方に移っていた。
　
　部員達が会場へ向かっていた、その頃。
　かねてからの打ち合わせ通り、椎名は、姉の華鈴と共に松山市内にいた。
　その車内。
「そういえば、クリス経由で依頼してきた、野島清香って女の子のこと……」
「うん」
「……まさか、『藤源郷の輪廻神話』に深い関係あり、とはね。
　それも、北條さんの知り合いだったなんて……」
　彼女がそのことを知ったのは、野島が北條につれられて部屋を訪れた日のことだった。
　調査報告を、と電話の前に立ったその時、北條からの情報が入った。
　その内容は、自身の調査以上の収穫があったことを伝えるものだった。
　椎名の元に、『藤蘿都』からの調査書が来たことも含まれていた。
　僧伽・野篁であることは伏せられていたものの、調査内容は、華鈴が調べたものとほぼ同じだった。
　そこから椎名が分析したことは、おそらくは遼も考えたであろう、半年程前の事故のこと。
　一時は死線を彷徨ったという彼女。その治療期間中に、僧伽・野篁としての覚醒を遂げた。
　そう考えると、住吉学院から神郷学園への編入も納得できる。彼女の目的が靜羅にあるからこそ、かつて彼女が通っていた高校から、わざわざ編入してきたのであろう。
「ティーナはどう思う？
　信頼していた人が、ある日突然、自分を裏切って離れてしまったとしたら……」
　赤信号で停車する。
　ハンドルを握る華鈴の指先が、微かに離れた。
「どうって、北條さんが彼女との関係を隠していたことに憤りを感じたあなたが、シカトしているんじゃないの？」
　まっすぐ向けられたサングラス越しの瞳は、いつになく真剣だった。
「ち、違うよ！」
「隠さなくてもいいわよ。事情は解っているつもりだから」
　前方へ向き直る。彼女は一体、何を知っているというのだろう？
「じゃあアーサーは、彼が何故そういう行動を取ったのか、考えてはみた？」
「そういう行動？」
「別に彼は、あなたを裏切ってなんていないわよ。
　あなたが頑なになって、連絡していないんでしょ？」
「……」　
「図星ね」
　その呟きと同時に、車が動き始めた。
「いい加減、許してあげたらどうなの？
　あの人にだって、あの人なりの考えがあって、そういう行動に出たんじゃないのかしら」
「どういう考え？」
「本人じゃないから解らないけど、あなたの本当の出自を確かめたかったのかもね。
　その女の子は、あなたを見るなり、麒邏神と間違えたそうじゃない。
　麒邏神のことを知る人間なんて、ごく限られているんじゃなくて？
　北條さんは彼女を通じて、あなたの……橘宮の出自を知ろうとしたのかも知れないわ。
　何しろ、片蔭橘宮家は謎に包まれた一族だったそうじゃないの。
　彼らでさえ解らないことなのに、私達に解る訳がないと思うけど」
　華鈴の言うことは、確かに正論かも知れない。
　確かに、彼が何の予告もなく、あのような大胆な行動に出るということは、よっぽどのことだろう。
　そしてそれが、麒邏神に関わることだというのであれば、尚更……尚更。
「どう？　心当たりでも思い出した？」
　そこに、麒邏神が関与していたからだ。
　あの二人の共通項は、麒邏神。……僕の知らない、世界での出来事……。
「何となくは、解ったよ」
「じゃあ、どちらが謝るべきか、も解った？」
「うん……まあ……」
「今度連絡があったら、きちんと話し合うのよ。
　何事も、話し合いっていうものが大事なんだから。喧嘩しても、お互いに不満に思っていることをぶちまけたら、自身の欠点にも気がつくし、指摘してくれる相手の勇気にも気がつくわ。
　それを言ってくれる人は、特に大事になさい。
　相手にもよるけど、普通、そんなに大事に思ってない人に、欠点や不満なんて打ち明けてはくれないものだからね」
　別に不満をぶちまけたいわけじゃない。
　不満なんて、それは単なる……。
「帰ったら、連絡してみるよ……。
　仕事中だと悪いからね」
　彼は、動物相手の仕事である。日曜日でも、世話をする人がいなければ、入院患者や急患の世話に明け暮れていることだろう。
「気ぃ使っちゃって。相手は待ちかねているかも知れないのに」
「いいから、運転と周囲に集中していて。
　……今、ここで部員達のバスに出くわすのは、ごめんだからね」
　
「靜羅。今日の文化祭への参加は、辞退しよう」
　文化祭当日。
　開口一番、遼は沈痛な面持ちで、そう告げた。
「何で？」
「昨夜、こんなファックスが、本社に送られてきた。
　叔父貴と相談した結果、見送ることに決めた」
　そう告げた遼は、１枚のファックス用紙を、靜羅の前に差し出した。
　その文面は、総合文化祭を辞退しなければ、文化連盟と我々を相手取り裁判を起こすというものだった。
「例年、うちの高等科と神郷の高等科は、優秀な成績を収めている。
　２年前は、四国大会への参加資格を得た。それは、僕達が部員だからではないのか、というような隠れた批判が相次いでいることは、靜羅も知っているだろう？」
　その問いに、靜羅は頷いた。
　別に、自身達が在籍する以前から、それぞれの吹奏楽部は優秀な成績を収める所だった。
　それが何故、今頃になってあれこれと詮索されたり、果ては裁判沙汰となるのか。
　靜羅にも遼にも、理解出来ないでいた。
　それでなくても、近頃は様々な場面での批判が相次いでいた。
「別にー、こっちとしては裁判を起こしてくれてもいいんだけど、何かと面倒だしな。
　そもそも裁判所が相手にするのか？　ということもあってさ。
　しかし、万が一テロもどきの出来事が起こった時、困るのは一般市民だ。
　出場出来ない場合での言い訳も考えてある」
「？」
「病欠。表向きは……だが」
「まあ、用意周到なことで」
　皮肉めいた口調の靜羅に対して、遼は困惑したように、話を続けた。
「……実を言うと、県大会の時も、かなりの批判は相次いではいたんだ。
　それでも定員制でレギュラーの入れ替えが出来ないこともあって、無理を押して参加した。
　その後、色々とごたごたがあってな……。向こうにしてみれば、強硬手段しかないと思ったのかも知れない。
　今度は、部員全員参加が基本の大会だから、定員制ではない。
　パート間のバランスさえ保つことが出来れば、部員達はどうにかやってくれると思う。
　いずれにせよ、僕達が出ることで、部員達に迷惑がかかることには間違いはない」
「……」
「堤については、家の事情で急遽、鹿児島迄行くことになった、ということにしたから」
「……手回しの早いこと。
　さすが、藤妃財閥名誉総裁様ね」
「僕達に対するバッシングは、何も今に始まったことではない。
　だが、審査内容の公平さを世間に強くアピールするには、僕達が不参加という形を取るしか術はない」
「それにしても、最近多いわね。
　何故かしら？」
「財閥云々ではなく、何か別の組織的な妨害かもしれない。
　今、それを調べているところだ」
　組織的な妨害。藤妃財閥に近しい発言力を持つ組織等、あるのだろうか。
　何処の組織も、そうである。
　表向きは友好的な顔をしてみても、実際には、腹の中のさぐり合いである。
　万が一、首謀者が個人だったとしても、裏には強大な組織が潜んでいることは、ほぼ間違いないだろう。
　そうでなければ、たかが一大会に参加するだけの話が、これほどの騒ぎにはならない筈。
　靜羅も、それは解っていた。
　もしかすると、総合文化祭には参加できないかも知れない。
　万が一に備えて、唯一のソプラノパートを崎山に譲り、自身はファーストアルトを担当した。
　皮肉にも、その保険は適用されることと相成ったのである。
「……デートしない？」 
「？」
　突然の申し出に、遼は困惑した。
「昨日言おうと思っていたのだけど、大会のことがあったから。
　あくまでも参加出来なくなったら、という話だったから……」
「？」
「遼にも来てほしいって言っていたのだけど……どうする？」
「何？　僕も？
　一体全体、何処につれて行くって言うんだよ。
　まさか、会場じゃあ……」
「違うわよ」
「え？　誰かに会いに行くみたいな素振りじゃないか？」
「……あなたに会いたがっている人がいるの」
　
　華鈴の経営する喫茶店にて。
「……こんな所でお茶なんて飲んでていいの？　アーサー」
　頷く椎名。その眼差しに、他意はない。
「後輩が待っているんじゃないの？」
「学校ごとに控え室が用意されているんだ。不安になったら、おとなしくそこにいればいい。
　元々乗り気じゃなかった話だし、……彼女、どうも苦手なんだよね」
　そう述べた彼は、華鈴の煎れたキーマンを口にする。
「有沢結花って言ったかしら？
　どんな子？」
　視線を宙に泳がせる。
「おとなしそうで、でも、芯はしっかりしていそうな子。
　ただ、物事に対して閉鎖的……そんな雰囲気はあるかな」
「そう……。気をつけた方がいいかもね」
　そう述べながら華鈴は、カウンターの中からクッキーを差し出す。
「何で？」
「話だけではなんとも言えないけれども、愛情に飢えているのかも知れないわ。
　全てがそうなるとは限らないけれども、ストーカー行為に至るかもしれない。
　中には、犯罪に至るケースもあるみたいだからね。
　尤も、ある程度、タイプ別に分別された上での話だけど」
　クッキーをつまみながら、椎名は身震いした。
「……怖いな。
　靜羅嬢が護衛をつけさせるって言っていたけど、受けた方がいいのかな」
「護衛よりも、そうなった時の対処法としては、探偵とか弁護士の方がいいんじゃないの？」
「探偵はまずいよ。同業者に監視されるのは……」
「ふふふ。そうだったわね」
　次に、ケーキを差し出す華鈴。
「でも、いざというときには、弁護士が必要かもね。
　犯罪に至らない迄も、裁判沙汰になることもあるみたいよ。
　いずれにせよ、公爵だということは伏せておいた方がいいわ。
　尤も、あなたが彼女に話すとは思えないけど」
「当然だよ。僕は、名ばかりの当主だからね」
　チリリン……。
「すいませーん。今日は貸し切りなんですけど……」
　皿を洗い始めた華鈴の手が、止まった。
　初めて見る顔ではない。
　このタイミングで訪れることが、どれほどに彼らを驚愕させるのか、訪問者は全く認識していない。
「……やはり、こちらにいらしたのですね」
　ソフトベージュのスーツを覗かせた、トレンチコート。
　首元の上品な色合いのネクタイで、その青年は趣味の良さを窺わせる。
　端正な面持ちは、漆黒の瞳に秋の翳りを添えている。
「北條さん……」
　華鈴の声が、喫茶店の中で右往左往する。
「電話を入れてはみたのですが、いずれも留守電になっていました。
　来る途中に、学園の専用バスを見かけましたが、靜羅嬢もあなたも乗っていないと思ったので……」
　息せき切っている所を見ると、何かしら、急ぎの用件なのかも知れない。
「公爵様……」
「……僕は、貴方が思う程寛大ではない。
　彼女が、野島さんが野篁様だと知った時、僕は麒邏神に嫉妬していたのかも知れない。
　皆に愛され、護られる彼に……」
　ひとまず、率直に自身の気持ちを述べる。
「……仰ることの意味がよく解りませんが、私の説明不足がいけなかったのですね」
「説明不足？」
「ええ」
　あれ以上、何を説明しなければならないと言うのだろうか。
　トレンチコートを脱いだ北條は、それを椅子にかけた。
　椎名の横に腰を下ろしながら、紅茶の注文をする。
「確かに、彼女とは仲は良かったですよ。
　ある意味、仲間意識が強かったのでしょう。
　しかし……靜霞媛との結婚が決まった際、彼らは自ら麒邏神の元を去り、媛様の元へ行ったのです。
　その理由は、麒邏神が我々を選ぶのが目に見えていたからだと……。
　確かに麒邏神も、我々の方を神霊四天王神として、手元におきたいと望んでいたようです。
　我々自身も、敬愛する彼の側で、仕事をすることに苦痛は感じませんでした。
　ただ……今思えば、我々は麒邏神を護っていたのではなく、彼に護られていたのではないか、と思うところがあります」
「……」
「人の心の中には、疑心暗鬼という鬼がいると聞きます。
　あなたは人間です。いつか死に往くけれども、その分、生きることの喜びや悲しみを知っている。
　私は、あなたと出逢うことが出来て、本当に良かったと思います」
「北條さん……」
　彼の好きなアールグレイが、その前にそっと置かれる。
「あなたに調査を依頼したのは、今一度、片蔭橘宮家の再興を願っていたから、なのかも知れません。
　麒邏様のためではなく、あなたには、この世界に生きていたという証を残して貰いたいと、切実に思います」
　真摯な眼差しを向けながら、椎名と向き合う北條。
　その言葉は、決して偽りではない。
　ただ、自身には、叶えることの出来ない夢－人として歴史に関わること－を、提案することしか出来ない。
　切望するものは、永遠に手に入らない……。
　彼の慧眼は、明らかに神にも等しい力を持っている。
　その瞳で自身の本心を見抜かれることは、この身の破滅を意味する。
「……僕に結婚しろ、と？」
「相変わらず、察しがよいですね。
　しかし……強制は出来ません。あなたの病は、あなたの子供にも遺伝するかも知れません。
　家族で急死した方がおられるような家族内発生が見られる場合、予後は極めて重篤そうですから……」
　その言葉に、胸が痛む。
　この事実を知ったあの日、結婚しないでこの短い生涯を終えようと、堅く心に誓った。
　それなのに、この想いは何だろう。彼女に対する想いは、何なのだろう。
　こんな、先行き短い者を好きになったって、彼女が苦しむだけなのに……。
　彼女を好きになったって、苦しませることしか出来ないというのに。
　……何より、この人は又一人、死に行く者を見届けなければならないのだろうか。
　神の生まれ変わりとして、長くこの世に在ったという、北條さんの魂は……。
「そして、その相手は、藤妃靜羅嬢がふさわしいと……？」
　敢えて話を逸らす。今ここで、別の想いを思考することは、決して正しくはない。
「そこまでは言い切れません。それはあなた自身の問題でしょうから。
　確かに私には、あなたにこの調査を依頼した義務はありますが、あなた自身には、決定権があります。調査をするのもしないのも、続けるのもやめるのも、……総て、あなた次第です」
「義務って……、何のことですか？」
　椎名の困惑した面持ちを前に、北條の顔色が変わった。
「義務とは、この調査も、誰かに依頼されたものなのですか？
　あなたは一体、何の権利があって！」
「アーサー！」
　華鈴の制止の声は、今の椎名には届かない。
　そのことが、たとえ自身の命を蝕もうとも、関係なかった。
「あなたも野島さんも、僕のことをどう思っているのですか？
　北條さん！　答えて下さい！　あなたにとって、僕は一体何なのか！」
　その瞬間。
　椎名の上体が、微かに揺れた。
　それに対して、瞳の動きが止まった。
　胸元を押さえたしなやかな身体が、地球の引力に逆らうことなく、崩れ落ちていく。
「アーサー！」
「公爵様！」
　崩れていく時間の中、椎名は、誰かの幻を見ていた。
　霧の中に佇む、一人の女性の姿を……。

　
　
　　　　　第７章　　告知される事象
　
　
「ここね。喫茶『花梨』」
　午前10時少し前。一同はその場所にやってきた。
　その理由は、先日、椎名からもたらされた『お誘い発言』だった。
　
　帰宅途中の車内で、靜羅が、総合文化祭への参加辞退の可能性を示唆した時のことである。
「……もしも、そのことが現実になったら、話しておきたいことがあるんだけど」
「え？」
「出来れば、藤妃……遼氏にも同席して貰えたらと思うのだけど」
「あ……直属の護衛官がついてくるけど、いいの？」
「構わない。ただ、その他の人達には、遠慮して貰いたい」
「解ったわ……」
「時間は午前10時。松山市内の姉の経営している喫茶店で……」
　
「……貸し切りになってあるけど、大丈夫だよな……」
　そう呟いた遼が、先に店内に入る為にドアに手をかけたならば。
「アーサー！　しっかりして！」
　女性の声。
　アーサーと呼ぶその名前は、彼の本名？
　チリリン！
「！　雅君！」
　そこには、北條に抱きかかえられて、ぐったりしている椎名の姿があった。
「薬は？」
　華鈴の声が響く。
「胸ポケットに！」
　彼らは、事情が把握できずに茫然としている４人の存在には、気がついていないらしい。
「ほらっ！　アーサー！　飲んで！」
　白い粉末状の薬を口に含まされる椎名の姿に、靜羅は愕然としていた。
　調査報告書から、彼女が椎名の次姉である、クリスティーナ＝ルイーズ＝ラッセルだということは解っていた。
　解ってはいるが、こんな状態の中で手慣れた処置を施す二人の様子に、靜羅はいい知れない不安と疑問を抱いた。
「靜羅……どういうことだ？」
　遼の問いかけにも、答えることが出来ない。
「……しばらく、奥で休ませましょう。
　お客様が参られたようですから」
　北條の言葉に、華鈴は初めて、そこに彼らの姿を認めた。
「あら……はじめまして。
　藤妃遼さんに、靜羅さんですね？
　私はアーサーの姉で、クリスティーナ＝ルイーザ＝ラッセル、日本名は椎名華鈴です」
「初めまして。お招きに預かりまして。
　これは秘書の近江と、靜羅付きの秘書の堤です」
　椎名を抱き抱えた北條が、店内の奥へと姿を消す。
「あの、失礼ですが、彼は……」
　今の靜羅に、それ以上、何が聞けるというのだろう。
「……」
　遼が靜羅の意向を汲んで、彼女に質問し直した。
「彼……どこか悪いのですか？」
　対する華鈴は、僅かに目を伏せると、小さく頷いた。
「……あなた達には黙っていたのですね。
　実は、末期の……閉塞性肥大型心筋症なのです。
　父方の家系がその因子を持っていて、彼に遺伝したようで……。
　２年前に……担当医に余命１年と宣告されています」
「え！」
　靜羅の声が掠れる。
「対症療法でどうにか持たせているのです」
「どうして手術をしないのですか？
　経済的な問題ですか？　それとも……」
「……担当医が、残された時間を病院で過ごすよりは、自由に生活させた方がいいと……。
　私達にも、彼の自由意志や身体を拘束することは出来ません。
　何より、彼がするべきことを見つけてパートナーを選んだ以上は、その方に一任するしか、もはや術はありませんから……」
「パートナーとは、彼のことですか？」
　遼の質問に、華鈴は小さく頷いた。
「私にはお店がありますけれど、長姉は童話作家で、その意味では殆ど家にいますから、常に彼の側にいることは出来ます。
　本来ならば、自宅療養か入院する方がいいのですが、彼は今の仕事にやりがいを感じているようで。
　それを取り上げてしまうのは、余りにもかわいそうで……。
　幸い、北條さんは獣医とはいえ、時間の融通が利くようですから。
　時折、様子見を兼ねて泊まりにも行ってくれているようで、助かってはいるのです」
　その時、北條が奥から出てきた。
「華鈴様。
　ようやく落ち着いたのですが、一応、客人が来たことは……」
「ええ。適当にごまかしておいて下さい」
　頷いた北條は、再度奥へと戻った。
「……一つだけ、お二方にお願いしてもよろしいでしょうか？」
　華鈴の言葉に、遼は、微かに首を傾げた。
「何でしょうか？」
「こちら側……アーサーの方に急用が出来て、すれ違ってしまったということにして貰っても構いませんか？
　あなた達に話さなかったということは、彼なりの考えがあってのことだと思うのです。
　ですから、彼自身が告白する迄、知らないふりをしていてほしいのです」
「……」
　靜羅の表情を見て取った華鈴は、そっと目を伏せる。
「靜羅さんには、辛いことでしょうが……」
　唇の震えを止められない靜羅の姿に、華鈴は同情の念を示した。
「解りました。
　そうしましょう」
　遼の決断は、今の靜羅の決断にも等しいものだった。
　彼の意思を尊重することが、何よりも彼のためになるというのであれば。
「私も……同意見です」
「ありがとう存じます。
　せっかくいらしてくださったのですから、紅茶とケーキを用意しますので、召し上がっていって下さい」
　もてなし上手の華鈴は、その言葉でこの一件を解決済みとした。
　そして、そんな彼女の意向を察した遼達も、彼女の行為に甘んじることにした。
　
　一同が帰った後。
　奥で休んでいた椎名は、北條から、一連の事情を聞いた。
「事情は、華鈴様から聞きました。
　時間的に、靜羅さん達が来る予定だったそうですね。
　華鈴様から、あなたに急用が出来て出かけたと伝えて貰いましたから、そのように」
「……」
　ソファに横になった状態で、椎名は、北條の微妙に変化する表情を見据えていた。
「もしかして、今日、打ち明けるつもりでいたのですか？」
「……あなたに、神であった頃の意識を放棄しろとは言いません。
　しかしながら、自分自身の意志で、物事を決めていただきたいと思います。
　それが、今の僕の望みです」
　とても静かな声色で語る椎名からは、先程の刺々しい雰囲気は微塵にも感じられない。
「……靜羅嬢達は、もう帰りましたか？」
「え？　ええ。おそらくは。
　華鈴様にお相手をして貰っていたので……」
「お帰りになられたわよ。アーサー……」
　様子を見にやって来た華鈴は、彼の顔色の悪さを指摘した。
「余り根を詰めて考えちゃ、だめよ。
　靜羅嬢達は、どうにかごまかしておいたから」
「うん……」
　素直に頷く椎名の横顔に、北條の胸が痛む。
「今日はもう帰りましょう。
　送っていきますよ。公爵様」
　いつも通りの笑顔で、言葉をかける北條。
　その態度に、椎名は微かに迷いを見せた。
「……僕は、まだ生きていていいのかな……」
　独り言のように呟く。
「生きていたいのならば、何故、入院治療を断ったのですか？」
　優しく問う北條。彼の迷いを払拭するかのように。
「正直言って、長く生きていられないような気がしていました。
　人の宿命は総て、神の領域だと思っています。
　いたずらに延命治療を施して生き長らえると、これから先の歴史が変わってしまいます。
　そうなると、色々なところで歪みが生じてくるでしょう。
　元々、僕は異端者ですから、ここに長くいてもいけないのでしょう」
「……公爵様。私は、いつもこう思っています。
　歴史とは、人々が作り上げる時間の積み重ねの総称である、と。
　そこには神の手など入り込む余地のない、人々のためだけの世界。
　これから先の歴史を作ることは、あなたにだって出来ることです。
　最後迄諦めないで下さい。私は、これからもずっと、そんなあなたを護り続けますから」
　奇跡を信じていたい。
　最後迄、人々は諦めないで生きてきていた。
　その結果が、文明の進歩であり社会の進歩であり、……医学の進歩なのである。
　彼は、２年前に余命１年と告知された。
　だが、実際は、その倍の時間を生きている。
　医学とは、不可能を可能にする学問である、と信じている。
　日々の日常の中でも、常に向上し続けるものがある限り、人々は決して道を見失わない。
　それは、長い歴史の中、人と共にあった自身だからこそ、信じ続けられることなのだろうか。
「北條さん……」
「そうよ。アーサー。希望は持ちましょう。
　お母様は、お父様の心臓病のことは知っていらしたわ。
　加えて、子供達に遺伝する可能性も理解した上で、愛すべき家族の一員として私達を産んでくださったのよ。
　その勇気に応えなければね……」
　姉達にも現れないとは限らないその病気は、女性にとっては、出産の障害となり得るだろう。
　それでも、彼女達は恋愛もするし、いつか結婚したいと言っている。
　自身は、どうしたい？
　どうすればいい？
「アーサー。今々、答えはいらないわよ。
　でも、あなたの子供を抱っこしたいとは思うわ」
　華鈴の罪のない笑顔を前に、困惑する椎名と北條。
　だが、その二人の困惑は全く別物だということに、彼女自身はまだ気がついてはいない。
「僕より二人の方が先だよ。
　でも、叔父さんなんて呼ばせないからね」
「まっ、この子ってば、一人前に言うことだけは言うんだから！」
　コロコロっと笑う華鈴の笑顔につられて、椎名も笑みがこぼれる。
　そんな二人を前にして、北條は、言い知れない感情に心をかき乱されていた。
「……しかし、今出ると、靜羅嬢達と出くわすかも知れませんね。
　華鈴様。もう一杯、紅茶をいただいても構いませんか？」
「どうぞどうぞ。
　ケーキは何がよろしい？　いつもの『クロシング・チョコレート・ガナッシュ』？」
「ええ。お願いします。
　あ……３切れくらい」
　にこやかな北條の表情に、椎名の横顔が微かにこわばる。
　まーた彼は、あーの、生チョコ風の生地とチョコクリームが幾層にも積み上げられている、ケーキを食べるのか？
　表面には表面で、ホワイトチョコとマイルドチョコのクリームやらなんやかやが、それこそふんだんに使われている、この店で一番甘いケーキなのか？
　……糖尿病になってもいいのか、という疑問が、椎名の中に芽生える。
「アーサーも、いつものでいい？」
「うん。スコーンがいいな」
　やっぱり紅茶には、イギリス風スコーンが一番である。プレーンでシンプルな味わいには、紅茶がよく似合う。
「待っててね。用意してくるわ」
　嬉々とした素振りで出ていく華鈴を見送りながら、二人は互いの腹の中を探り合っていた。
「又あのケーキなんですか？」
「ええ。公爵様も、いつものスコーンですか」
「糖尿病とか肥満とか、心配じゃありませんか？」
「別に……。でも、あなたは控えた方がよろしいですね。
　いずれにせよ、バランスの良い食生活と適度な運動をしていれば、少々甘い食物を摂取したって大丈夫なものです。
　いやー、実に人間の身体というものはよく出来ていますね」
　北條の場合、その体組織は根本的に異なるため、そのような偏った食物摂取にも何ら異常を来さない。
　内心、せっかくこの現象界でおいしいものを食べることが出来るのだから、楽しまない手はない、と考えているらしい。
「お待たせー。
　はい、北條さんには３切れね。」
「……すご」
「アーサーは、スコーン二つでいい？　お昼はどうするの？」
「何か食べさせてくれる？」
「いいわよ。北條さんもいかが？」
「喜んで！」
　
　その日の内に、靜羅の元には、総合文化祭の審査結果が舞い込んできた。
　結果は、惜しくも優秀賞。住吉学院も同様だった。
　教諭曰く、『審査は難航して、接戦だったらしい。レベル的に言えば第２位ではないのか』とのたまったらしい。
　同様の知らせは、遼の元にも届いていた。
　それを互いに報告し合った二人は、30分程度そのことで議論を交わし続けた。
「だから、やっぱり私達の方が良かったはずよ！
　だって、あの雅君が特訓してくれていたのよ！　特に、サックスパートはね！」
「何を言うか！　靜羅！
　僕達の後輩は、それこそ血のにじむような練習をしていたんだ！　惜しくも最優秀賞は貰えなかったけど、来年には、中等部のプロ有力候補者が入部することになっているのさ！」
「おあいにくさま！　うちの部員の殆どは初心者だったけれど、短期間でそれだけのレベルになっているのよ！
　最終的には個人競技かも知れないけど、音楽はチームワークが大切なのよ！
　中には、本格的に音楽をしたいっていう子もいて、推薦取るために頑張ってるわよ！
　その子が、周囲の部員のレベルを引っ張り上げてこそ、プロってえものじゃないの！」
「靜羅、そこまで下級生部員に求めるのは、どうかと思うぞ」
「それにね、プロの世界はそんなに甘くないのよ！
　あの雅君でさえ！」
「……心臓悪いんだったら、無理もないさ。靜羅や……」
　負けを認めた遼は、話題を変えると同時に、急に声のトーンを落とした。
　靜羅自身も勝ちを認めながらも、その一言によって、それまでのテンションが一気に下降していくのを感じていた。
「そうね……。
　しかも、本人は手術拒否。どうしてかしら？」
「さあな。ただ、これ以上無理をさせない方がいいだろうな」
「定演では、賛助出演だけどソロすることになってる……」
「曲は？」
「アドリブ演奏みたいなものだから、プログラムにも載せないらしいの。
　直前迄内緒なんだって」
「公爵様は秘密主義ー。何か、ドラマみたいな響きだな」
「そう思うのは、あんただけよ」
　靜羅の冷たい一言に、しゅんとした遼は、すごすごと部屋を出ていった。
　
　日を追う毎に、日が短くなっていくのが目に見えて解り始める、そんな晩秋にて。
　真冬の宵闇にその輝きを添える一番星の輝きの下、クリスマス用のイルミネーションがお目見えになる。
　校舎内の電灯に照らし出された一人の女性の影が、別の影の気配に立ち止まる。
　そんな光景は、彼らにとっては日課と化していた。
　彼女は、少し離れた所にいる影に問いかける。
「雅君」
　その呼びかけで、その影が静かに動いた。
「お疲れ様」
　彼女は足早に、月明かりに映える椎名の元へ駆ける。
「待っててくれたの？　寒かったでしょ？」
「君こそ、少し顔がほてってるみたいだね」
「そうかなあ……」
　内心、あなたと会えたから、と思いながら。
「あ……でも、今日は練習に来ていなかったでしょう。
　もう帰ったと思っていたのに……」
　その日は、特にレッスンがある日でもない。
　定期演奏会が近づいているとはいえ、あの日以来、彼は正式な部活動には参加していない。
　それが意味するところを知っている靜羅は、それを知らないフリをし続ける。
「北條さんは？」
「今日は夜勤が入っているみたいで……」
「解ったわ。じゃあ、送らせるわ」
「……」
　ふと、椎名の指先が揺れた。
　そんな彼が、無言で差し出したものは、彼女も大好きなミルクティーのホット缶。
「あげるよ。昨日と今日、部活に出られなかった御詫びに」
「あっ、ありがとう」
　ハンカチを取り出してから、それを受け取る彼女の冷たい手に、心地よい缶の暖かさと彼の優しさが伝わって行く。
　そんな彼の愛情に、靜羅はどっぷりと浸っていた。
　だが、彼は彼なりに別のことを考えていたらしい。
「矢萩達は？」
「まだ部室。先生と話し合いしてる」
　話し合いといった所で、彼が思いつくものは一つしかないらしい。
「又何かやらかしたのか？　あいつ」
「あらら。雅君、それは言い過ぎよ。
　何かね、定演の話し合いしてるみたい。一応、元部長だから」
　靜羅は内心、『一応に、アクセントをつけてあげた方が良かったも知れない』と呟きながら。
「相棒は？」
「上で待ってるみたいよ」
「そう。じゃあ、もう少し待ってみるか……」
「私もいい？」
「風邪ひかないでいられたら……ね」
　
　それから10分後。
　ようやく話し合いの終わった矢萩達を交えて、彼らは校舎内の駐車場で、色々と話し合っていた。
「しかし、靜羅、本当巧くなったよね」
「そう？」
　開口一番、鴻坂が告げた言葉の真意は定かではない。
　だが、素直な人に褒められて不快に思う人間は、そういないだろう。
　靜羅も、その言葉を素直に受け止める。
「うん。聴いてて思うもの。
　やっぱり、椎名君の特訓の御陰？」
「実際は、音楽じゃなくて、恋のレッスンに熱が入っていたりしてね？」
「は？」
「まあ、私は別に笙君がいるからいいけど、結構二人、噂になってたりするのよね。
　噂って言っても、椎名君と靜羅、付き合っているのかなって感じのだけどね」
　鴻坂はくすくすと笑った。
　その横で、矢萩は彼女を柔らかくたしなめる。
「で、実の所どうなの？」
「実の所って？」
　黙って話を聞いていた椎名からの思い掛けない発言に、鴻坂のみならず、矢萩も目を白黒させた。
「あの？　もしもし？　椎名君？」
「あ、だからね、私達はまだそんな関係じゃないのよ」
　靜羅にしてみれば、事実を述べただけである。
　だが、何か別のことを期待していた鴻坂にしてみれば、期待はずれもいいところであった。
「またまたー。椎名君も嘘が下手ねー。
　高文連以来、何だか急に口調が親しげになってること、この櫻ちゃんの耳は知ってるのよー。
　もしかして、二人でボイコット？　なーんてねー」
「あの時は、色々と藤妃バッシングがあって、裁判に持ち込むのも面倒だからって、遼と叔父様が……」
　靜羅は、櫻と矢萩と椎名にだけ、ことの真相を打ち明けたのである。
　当然、遼の許可を貰ってのことだったのだが、３人は３人なりに様々な解釈をしていた。
　鴻坂は、相変わらず怒りモード。対する矢萩は、冷静モード。椎名は椎名で、気遣いモードというように。
　それから後は、自然の成り行きに任せていたせいか、悪質な噂もバッシングも収まった。
　だがここに来て、彼らの周りでは別の噂が、まことしやかに囁かれていたのである。
　それが、鴻坂の口にした、靜羅と椎名の関係を怪しむ噂である。
「別に否定しなくていいわよ。私は一向に気にしていないから。
　でも、椎名君も華があるというのかな。目立って仕方ない存在だから。
　これから先、もしかするとの話。
　椎名君の場合は、素性がばれない限り、靜羅のおまけ目当てとかって、色々とあらぬことを言われたりするだろうから……気をつけてね」
「うん。解った」
　鴻坂の心遣いには、若干勘違いが入っている。
　だが、そんな彼女の気遣いが、今の椎名には嬉しいものだった。
「じゃあ、私達はこの辺でね。
　そうそう、椎名君、靜羅を襲っちゃ駄目よ。後が怖いから」
「こらこら、純情な雅君に何ふき込んでんの」
「矢萩、間違えられてるぞ」
「雅君、当たりすぎてる。それはおいしい」
「椎名っ！　お前ってえ奴は！」
　言葉が終らない内に、矢萩は椎名に食いかかって行っている。
　その光景を見つめながら、靜羅は鴻坂にそっと耳打ちをしてみた。
「櫻、それ以前に、……矢萩君に首輪、つけ忘れてない？」
「あっ、そうなのよ。今日忘れたの」
　それを後で聞いた椎名は、唯一言。
「あいつも櫻ちゃんにかかると、犬扱いなのか」
　
　矢萩達と別れた二人は、まだ来ない靜羅の迎えの車を待っていた。
　女の子の夜道は危険だからという理由で隠された、その本当の理由。
　暗殺者から彼女の身を守るためということも、何となく理解出来るようになった。
　やや離れた所には、毎度ながら、彼女の護衛官である堤早苗が控えている筈である。
　だが、今日に限って、何故か彼女の気配がない。
　部活動でも同じパートを務めている。彼女の身辺警護には、女子生徒をあてがっておいた方がいいというのだろうか。
　椎名の脳裏に、いつか北條から聞いた言葉が過ぎった。
『堤早苗さんは、先代藤宮より、護衛官の中でも最も権威ある『藤胡蝶』の称号を与えられた御方だそうです。
　先代に認められている以上、その能力も靜羅さんよりは遥かに勝っている筈……。
　どうか、油断しないでいて下さいね……』
　その言葉の意味を呑み込んだ椎名は、ますます翳りを深める眼差しを、そっと靜羅に向けてみる。
「堤だったら、大丈夫よ。
　ちゃんと控えているから」　
　彼女の気配が感じられないのは、彼女の能力のためではない。
　能力の衰えが、明らかに進行していることを暗示している。
　それは同時に、……天命の尽きる時間が近くなりつつあるということ。
　時間がない。いたずらに寿命を延ばすことは出来ない。
　話すべきなのだろうか。
　そろそろ……タイムリミットが来つつある、この限られた天命のことを。
　微かに胸が痛む。
　それは、心の痛みだった。
　どうして躊躇しているのか、自身にも解らない。
　ただ、……今はこのまま、静かに風に吹かれていたい。
　この心の赴くままに。
「……？」　
　ざわざわ……。
　風の流れが変わった。
　それだけではない。
　静かに、とても静かに、アスファルトを埋めていた枯れ葉が舞い始めた。
　そこに隠された気配に気がついたのは、椎名よりも一瞬間、靜羅の方が早かった。
「……雅君。何か……」
「囲まれている。僕から離れないで……」
　そう言いながら、彼はその掌を合わせるようにして、それから徐々にその間隔を広げ始める。
　靜羅には見える筈のないものが、そこにはあった。
　蒼く、だが清浄なオーラらしきものを発光する、球体が。
　靜羅は一瞬、目を疑ったまま茫然としていた。
　やがて、その手の内には、青い球体が現出していた。
　それは、蒼いプラズマ状の流線的な光を発しては、次第にその間隔に添って、その大きさを変化させていった。
「闇に放つ我が光の元に集い給え、蒼の疾風よ！」
　彼はそう唱えながら、その蒼い球体を急速に成長させる。
　それを巧みに操りながら、その気配の正体……恐らくは、自分達に仇なそうとしている敵に向かって、それを放つ構えを取った。
「怨敵退散！」
　彼の手を離れたその瞬間、その球体は蒼い閃光を放ちながら、尾を引いて何処かへ飛んでいった。
「サンッ！」
　やがて、断末魔の叫びとも思える悲鳴が聞こえたと同時に、その辺りにはびこっていた妙な気配も消えていった。
　この術は、確かに即効性はある。
　だが、今の椎名には、そう何度も繰り返し出来るものではない。
　理由は、彼自身、その術を行使出来る唯一の人物ではないからである。
「……雅君、今の……」
　ようやくかすれた声で問いかけることの出来た靜羅は、それの返事も待たない内に、又別の気配を感じ取っていた。
「靜羅！」
　声と同時に、突然目の前に現れたその姿を、椎名の双眸は冷静に見据えていた。
「……遼」
　空中浮遊状態の彼は、まるで水の中にいるかのような滑らかな動きで、彼らに近づいて来る。
　その浮揚のメカニズムは、清浄な霊気を身にまとえる、選ばれた者だけにおのずと備わっているという。
　この高尚な霊気の発する存在は、いつもの彼とは違う。
　まるで別人のようだと、靜羅は思った。
　今、目の前にいるのは、まさに藤宮なのか？
　遼は、その実体を空中に置きながらも、滅多に見せない形相で靜羅の驚きの表情を諫める。
「靜羅。一体何に気を取られていた？
　油断するな。敵は案外身近に潜んでいるものなんだぞ」
　この時ばかりは、彼は優しい兄ではない。
　そんな思いに駆られた靜羅は、徐に椎名の方を見やった。
　椎名は、何故か切なそうにも見受けられる寂しい面持ちのまま、その視線を足下に落とした。
　その手元は、いつしかその胸元で握り締められたこぶしは、一体何を意味するのか……。
「さっきの降伏法、とくと見せて貰ったよ。
　どうりで、監査にも引っかからなかった筈だ……。
　君程の能力者ならば、こちらの動きを知ること位朝飯前だろうからね」
　微笑を浮かべた遼は、期待通りの反応を待っていた。
「やはり、君が……あの時の藤宮なんだね？」
「雅君！？」
　それに驚いたのは、靜羅だけである。
　遼と椎名に関しては、お互いの正体を既に理解していたらしい。
　表情を変えることなく、冷静に互いの双眸を見据えていた。
「雅君、どうしてそのことを……」
　そう問いかけた靜羅の戸惑いに、彼は初めて、あることに確信を持った。
「無理もない。もう……千年も経ってしまったのだから」
「え？」
　辺りに蠢く風の流れは、次第にその速度を速めて行った。
　彼女の長い髪に、夜露のような霧雨が降り注ぎ始めたのは、それから間もなくのことであった。
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